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■ 研究概要
1 研究指定校事業における研究課題

思考を促す問いの工夫改善等に関する研究

2 本校の研究概要

【求める生徒の姿】

「学びの主体者」となる生徒

□自らの思考・判断をもとに、自他に働きかける生徒

□他者との関わりを通して、自分自身を客観的に捉え、自己の成長に向かうことができる生徒

【研究主題】

「学びの主体者」となる生徒の育成

―「問い」を活かす授業の探究一

【研究仮説】

生徒自らが「問い」を生み、「問う」ことの価値を実感する学び合いによって、「学びの主体者」となる

生徒を育成することができる。

【本校の定義】

「Fn3ぃ」

これまでの自分の認識や経験との違いから生じた疑間のうち、解決したいと強く思うもの

「間う」

「問い」を解決するために他者に働きかける行為

3.「思考を促す問いの工夫改善等に関する研究」と本校研究との関わり

授業における問いとは、一般的に教師から生徒へ発せられる問い (発問)がある。しかし、本校におい

ては、生徒の疑問から生じるものを 「問い」として研究を進めている。

よりよい社会を創つていくためには、社会的事象に対 して「なぜ」「どうして」といった視点で見たり、

考えたりすることが大切である。そのため社会的事象についての学習活動や地域社会などでの生活体験

を通 して、生徒が知識を身に付け、その社会的事象の理解や解釈を深めていくことが必要である。また、

自分が抱いていた社会認識 と他者 との社会認識や社会的事象の実際との差異や矛盾を認識 したり、葛藤

を感 じたりすることによつて、より追究したいという思いが生じる。追究したいと感 じる疑間のなかで、

自分との関わりを認識 し、その関わりについて、知りたい、考えたいなどと切実さを感 じることで「解決

したいと強く思 う」ことになるのである。このような「問い」が、社会をよりよくしていこうとする推進

力になるのである。

生徒は自らの「問い」を「間 う」ことで、その「問い」に対する他者の見方や考え方を知 り、これまで

の自分の社会認識の捉え方に新しい視点が与えられるのである。つまり、「問う」ことで、社会的事象や

その関係を多面的 。多角的に見たり、考えたり、表 したりすることができるようになるということであ

る。このような「問い」を活かす授業によつて、生徒自らが「問い」によって思考を促すことにつながり、

自らの思考・判断をもとに、自他に働きかけ、他者との関わりを通 して自分自身を客観的に捉え、自己の

成長に向かうことができる生徒を育成できるのである。



』についての考え方

今次研究は、研究主題を「『学びの主体者』となる生徒の育成」と設定し、授業を中心にした研究に取

り組むこととした。

今次研究は授業を中心に据えた研究であり、本校で今まで大切にしてきた、生徒と教師が共に学びを創

り上げていくことや、生徒主体の授業構築をめざすこと、生徒一人一人の学習を前面に出した活動をさら

に進めていくものである。そのような視点から今年度も名称を「学習案」とし、教師の綿密な授業計画に

おいて、生徒が主体的に授業を創 り上げていくことを目指し、学習の流れを示していく。なお、「学習案」

については、以下の項立てと表記を原貝Jと している。

ア 記述の原則

学習案の左ページは教師からみた視点で、右ページ(本時案)は生徒の視点で記述している。

イ「 I 単元(題材)名 」について

本時の単元 (題材)名 が記述されている。「単元」や 「題材」の名称は教科によつて異なる。

ウ「Ⅱ 単元(題材)の 目標」について

学習指導要領から単元や題材の日標を記述している。

工「Ⅲ 単元 (題材)の価値」について

単元や題材の価値を記述している。

オ「Ⅳ 単元 (題材)の全体構造」について

この単元 (題材)における本時の位置づけ、またそれに関わる学習全体の計画を記述している。

力「V本校の研究と本時の授業との関連」について

本時の授業における「生徒自らが「問い」を生み、「間う」ことの価値を実感する学び合い」を実現す

る手だての在 り方として、「生徒自らが「問い」を生む手だて」と「「問う」ことの価値の実感をもた

らす手だて」をどのように具現化していくのかを明らかにしながら記述している。

キ 「Ⅵ 本時の授業展開」について

(1)流れ

本時における生徒の思考過程を表現している。また、時間は累積時間を表している。

(2)生徒の学習活動と教師のかかわり

① 生徒一人一人の主体的な学びが表れることを目的として表記している。

② l     lは学習課題および学習課題の解決の姿を示している。

③

―

は「問う」ことの価値を実感する学び合いの場面を示している。

④ :::llllllllllは生徒自身が本時で学んだことが自分にとつてどのような意味があったかを捉

え、新たな学びに自らを促す自己評価の内容を示している。

⑤ Oは生徒の学びを表している。

⑥ 。は生徒の学びにおける教師の関わりを表している。

⑦ *は予想される生徒の反応や発言、学習活動を表している。

また、本校で定義している「問い」については*ゴシック体で記述することとしている。

(3)評価の場面について

◇印は生徒による自己評価の内容を表している。

◆印は教師による本時の日標に対する評価を表している。

:評価  評価の主体は学びの主体者である生徒自身であり、生徒自身が自らの学びを捉え、修正を図りながら新たな学びに向けて自 :

:    らを促していくことが評価の機能である。 (附属札幌中学校研究紀要第43集および55集より)            :

ク「Ⅵ 本時の授業展開 3本時の目標に対する実現状況の見取り」について

本時の目標に対し、総括的に生徒の実現状況をどのように捉えるかを記述している。



社会科学習案 2年 C組 42名

菅 谷  昌 弘

I 単元名

歴史的分野 経済の発達と幕政の改革

I単元の目標

社会の変動や欧米諸国の接近、幕府の政治改革、新

しい学問・思想の動きなどを通して、幕府の政治が次

第に行き詰まってきたことを理解する。

Ⅲ 単元の価値

本単元は、歴史的分野「近世の日本」で、幕府の政

治改革などを通して、幕府政治が次第に行き詰まりを

みせたことを理解することをねらいとしている。幕府
の改革は、御 |1吉宗の享保の改革、松平定信の寛政の

改革、水野忠邦の天保の改革を三大改革とし、その前

後に徳 |1綱吉の政治、田沼意次の政治、大御所時代が

くる。一般的に、数多くの幕府の改革については、善

い政治、悪い政治、善い政治のように、善政と悪政と

が交替してあらわれる善政悪政交替史観というものが

ある。つまり、三大改革は善政、他は悪政であるとい

うものである。特に、田沼の政治については賄賂政治

である、という記述がこれまでの多くの教科書で見ら

れた。田沼意次は、従来の年貢の確保や増収をねらっ

た重農主義ではなく、商人がもつていた経済力を活か

すことで、幕府の財政を立て直そうとする重商主義ヘ

と大きく手法を変えた人物である。三大改革は財源と

しての年貢米を維持していこうとしたものであるが、

田沼の政治は貨幣を直接の財源とするもので、これま

での財源の捉えとは異なるものであった しかし、現

代の視点から見ると、財政の立て直しのために、長崎

貿易の奨励婢蝦夷地の開拓計画など国外に目を向けた

政策や株仲間の奨励などは積極的な取り組みであると

評価されるべきで、決して悪政とは言い切れない面が

ある。このように、田沼が新しい改革の手法を取り入

れようとした状況や、再び重農主義に戻ることから、

幕府の政治の揺らぎに気付き、次第に行き詰まってき

たことを理解していくことになる。このように、幕政

改革の比較を通して、田沼の政治を多角的 。多面的に

捉えることで、自分の考えを客観的に捉え、確かなも

のにしていくことができる生徒を育んでいく。

V本校の研究と本時の授業との関連

1生徒自らが「問い」を生む手だて

「生徒がもつ歴史的事象の固定観念や先入観」を
利用した授業展開と社会的事象の関連性の視覚化

享保の改革と寛政の改革は農業重視の政策であった
のに対し、田沼の政治は商業重視の政策であった。幕

府の政治の立て直しという同じ目的であるのに、重農

主義と重商主義という異なる考え方で改革を行つたの

である。このように「なぜ同じ目的でありながら、異

なる手法をとったのだろうか」などと当時の為政者に

対して疑間を抱くことになる。

また、享保の改革、田沼の政治、寛政の改革の関連

を視覚化するために座標を活用する。「農業動 と「商

業重視」、「収入増加」と「支出抑制」を軸とした座標

に対して、各改革の各政策を分類していく。その分類

によつて、享保・寛政の改革と田沼の政治の違いが明

確となるのである。このようなことから「なぜ、田沼

は他の改革とは異なる政策をしたの力可「なぜ田沼は重

商主義をとったの力可 などという「問い」を生徒自ら
が生むことになるのである。

2「問う」ことの価値の実層をもたらす手だて

例え|よ 人口増加が停滞しているグラフから「この

期間はあまり米の消費は増えないだろう」「だから、耕

地面積の増加が微増になっている」などという個人の

社会認識に基づく解釈を行う。そして、諸資料をもと

に説明することで、歴史的事象を原因と結果のように

関連させて捉え、他の説明に接することで、自分の見

方や考え方とは異なる視点などに気が付き、政策に対

する自分硼 断について客観的に捉えることにも
なる。このような、解釈や説明の活動を通し、また、
座標を用いた分類を参考にして、自分の考えを再構成
し、学習課題について論述する。論述では、これまで

の活動を通し、自分の根拠を明確にしていくことにな

る。この根拠をもつて自分の言葉で考えまとめること

で、これまでの「問い」の解決に至る過程を明ら力ヽ こ

することになるのである。

Ⅳ 単元の全体構造

研究大会①



Ⅵ 本時の授業展開

1本時の目標

江戸幕府の政治改革を比較する活動を通 して、

2展開 (5/6)

田沼の政治について理解 し、論述することができる。

江戸幕府の政治改革を比較する活動を通して、田沼の政治について理解 し、論述することができたか
を、話し合いの様子やワークシー トの内容から見取る。

○生徒の学習活動      :      ・教師のかかわり
比較する

見いだす

(10分 )

捉える

考察する

(15分 )

広げる

(25分 )

まとめる

(35分 )

深める

(45分 )

1株仲間の奨励|

EE輌
商
業
重
視

収入増加

農
業
重
視

輻

(分類例 )

支出抑制

。前時の分類の結果を掲示する。

*享保と寛政の改革の政策は農業重視だ。
*田沼の政治は、商業重視と言えそうだ。
*なぜ、田沼は他の改革とは異なる政策をし
たのだろうか。

(『間 タノことのガどを実感する学び衿ιリ

。各改革について、どのような特色が見い
だせるのかを聞き、黒板にまとめる。

【学習課題】 なぜ、田沼意次は農業重視の政策をとらなかったのだろう

○資料を読み取 り、解釈する。
*人 口増加が停滞 している時期がある。
*武士はお米を商人に売つて換金 した。
*石高が増えているわりには、耕地面積の増
加があまりない。

○他の班に移動 し、自分の解釈について説明し
た り、他の人の説明を聞いたりする。
*人 口が増加 していないのに、石高が増加 し
ていることに問題があるのではないか。

*人 口が増えていないのに、石高が増加する
と米が余 り、米価が安くなるので、米を換
金する幕府や武士にとっては都合が悪くな

「日本の長期人口の変化」「耕地面積 と石
高の増加」「米とお金のながれ」の資料を
配付 し、 4人班で考えるように促す。

・ 資料の裏の数字の班に移動す るように伝
え、 自分の考えを説明す るよ うに指示す
る

。話 し合いが行き詰まった班に、お助けカ
ー ドを配付することを伝える。

○学習課題に対する自分の考えをワークシー ト

《意味労 働リ

お
=ま

誉ま懇税点賂:・在基調彗豪暮寛だら丁著ガだ:

ユ.口2■ 二́生ダ本望F彙鸞:...‥ .E¨
"口■■・‥口・‥:

。学習課題について、ヮークシー トに記入
するように促す。

◆田沼が農業重視の政治をしなかった理由
について記述 しているか。

生徒を指名し、ヮークシー トに記入した
内容を発表するように促す。

。本時の学びを振 り返 り、自分が考えたこ
とを記述 し、交流するように促す。

に論述する。

○ワークシー 内容を交流

IE曇1言暑ζ鷺磨[言う言:[[緊令婆是

本時の目標に対する実現状況の見取り

(50ζか)



社会科学習案 学 級

教 諭

3年 A組 42名

東  岳 史

I 単元名

公民的分野  (2)私たちと政治

『民主的な社会生活を営むために』

～少年法の改正を通して法律について考える～

Ⅱ 単元の目標

人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心

に深め、法の意義を理解するとともに、民主的な社会

生活を営むためには、法に基づく政治が大切であるこ

とを理解し、我が国の政治が日本国憲法に基づいて行

われていることの意義を考えることができる。

Ⅲ 単元の価値

民主主義の基礎には個人の尊厳と人権の尊重という

考え方があり、それが法によつて国家により保障され

ている。それゆえ、各個人は主権者たることを強く意

識し、政治参加のあり方について考えねばならなし、

また、本単元の前に取り組んだ (1)イ 「現代社会をと

らえる見方や考え方」で学習した「対立と合意」「効率

と公正」という視点を大切にし、このような見方や考

え方と関連付けて理解を図ることが肝要となる。

本時を含めた3時間は、「民主的な社会生活を営むた

めに」(「基本的人権の尊重」)に関する学習の導入部に

あたる。ここでは、日常の具体的な事例を通して、私

たちの生活と法律の関わりに目を向け、自らの生活に

密接に関わつていることに気付かせたし、 そうするこ

とによつて、よりよい社会の形成に積極的に参加する

意識が醸成されるのではないかと考える。なお、第 1

時では、多くの生徒が自分の生活と法律が遠い存在で

あると認識していることを確認した上で、民法や教育

基本法などの法律が自分たちの生活に浸透している実

例を挙げながら、関わりの大きさを理解するよう促す。

また第 2・ 3時では、生徒に大きく関わる少年法を取り

上げ、法律の特性に着目し、「法律とはどのようなもの

である力可 についての考察を行う。

Ⅳ 単元の全体構造

<民主的な社会生活を営むために>(16時間)

①～③『私たちの生活と法律』

i ①「法律は私たちの一生にどのように関わつている
のだろう力」

②「少年法は、なぜ改正されてきたのだろう力」
③「少年法はどのようにあるべきか」【本時】

④～⑫『日本国憲法や基本的人権とは具体的にど

のようなものなのだろう力』

⑬～⑬『世界の子どもにとって特に必要な人権は

どのようなものだろうか』

V本校の研究と本時の授業との関連

1生徒自らが「問い」を生む手だて

「既存の社会的事象に関する情報相互のずれ」を
利用した教材開発や授業展開と社会的事象の関係
性の視覚化

本時では、前時に整理した「近年行われている少年

法の改正において、少年犯罪に対する量刑が重くなっ

てきているという事実」に対し、真っ向からそれに反

対する人々の意見を教師が提示することで、今までも

つていた見方との間にずれが生じ、生徒の中に「どち

らの意見が正しいのだろう力』 という疑間が生じる。

さらに、対立する関係性を、生徒の発言をもとに黒板

に図示することによって、自分にも大きく関わつてく

る社会的事象であることと捉えるようになる。これに

より、「どちらの意見が正しいのだろうか」という疑問

から、「自分の考えはどちらの意見に近いのだろうか」

という「問い」が生まれ、少年法改正に対する自らの

立場を明ら力ヽ こする学習課題へとつながる。

2「問うJことの価値の実層をもたらす手だて

社会的事象に関する「解釈」「説明」「論述」を行う
中で、自己の社会認識を意識することができる学
習活動

本時では、「

`メ
鴨法はどのようにあるべき力可 とい

う学習課題を生徒が共有する。それに対し、少年法制

定のねらいや少年法改正の評価について、前単元で学

習した「効率」と「公正」の視点に照らし合わせて、

小グループ内で「解釈」する。その際、既習事項や資

料を用いて、自ら捉えたことがらを仲間に「説明」す

ることを通して、グループとしての意見を整理する。

特に「効率」と「公正」の視点を意識するよう促すこ

とによって、多面的、多角的な視点から議論され、よ

り客観的な評価となることが期待できる。

さらに、少年犯罪の事例や 駒薇 」「説明」の段階

で整理した少年法やその改正に関する評価をもとに、

学習課題に対する自らの価値判断を「論述」する。そ

の際、自分の感情だけで判断をするのではなく、前段

階で、多面的、多角的に議論したことを生かすよう促

す。根拠をもつて自らの考えを仲間に「問う」ことに

よつて、自分とは異なる様々な価値判断を目の当たり

にすることとなるが、互いに評価をし合い、「状況の

変化に応じ、様々な立場の人々の考えが反映されて見

直されるべきである」ということを理解することがで

きたとき、生徒自らで「問い」を解決し、問うことの

価値を実感するのである。

研究大会②



Ⅵ 本時の授業展開

1本時の目標

少年法改正を「効率」と「公正」の視点から評価することを通 して、少年法のあり方に対する自分の

考えを表現し、法律とは、自らの生活に密接に結びついているものであると理解することができる。

2展開 (3/12)

3本時の目標に対する実現状況の見取り

少年法改正を「効率」と「公正」の視点から評価することを通して、少年法のあり方に対する自分の

考えを表現 し、法律とは、自らの生活に密接に結びついているものであると理解することができたか、

生徒の発言内容やワークシー トの記述内容から見取る。

流れ ○生徒の学習活動 教師のかかわり

振り返る

(2分)

つかむ

解釈する
説明する

(35分 )

論述する

整理する

(45分 )

振り返る

(50分 )

(10分 )

○前時の学習を振 り返る。
*近年、少年犯罪発生件数は減少 している

が、重大な事件が多く、少年法がたびたび

改正され、量刑が重くなつてきている。

○罪を犯 した少年の更正に関する意見の 「対
立」を解消するために少年法の改正という形

で「合意」されたが、未だ賛否が分かれてお

り、議論の余地があることを理解する。
*どちらの意見が正しいのだろうか。

前時の学習成果の振 り返 りを促す。

少年法の改正に対 して、賛成の立場の考え

と反対の立場の考えを紹介する。
「対立」から「合意」に向かう状況を黒板に

図示する。

*自 分の意見はどちらの意見に近いのだろ
:

うか。

【学習課題】 少年法はどのようにあるべきか

(『間 タノごとの″どを実感する学び衿ιり  :
の視′点を意識 した考察を

の視点を意識 して評価 し

○ 。少年犯罪の事例を紹介する。
・ワークシー トに自分の考えを記入するよ

促す。
◆根拠をもつて自分の考えを述べているか。

つ

○少年法の制定のね らいや少年法の改正につ

いて、「効率」と「公正」の視点をもとに小グ
ループいで評価 し、学級全体で整理す る

量刑を重(する方向で改正 改正前の少年法の考えを重視

効率
O時間や労力のムダがない
×抑止力にならない

×更正に時間がかかる

公

正

手続き

機会

結果

○国会で制定される

○被害者や家族に配慮

している

O大人並みの対応でよい

×更正という目的を計Lない

○国会で制定される
○加害者がしつかり更

正できる

()大人と子どもは違つて当然
×被害者や家族への配慮不足

少年犯罪の事例を踏まえ、先に整理 した評価

を照らし合わせながら、少年法の改正につい

て考えをワークシー トに記入 し、発表する。
*量刑を厳 しくすることで、被害者やその家
族も納得するのではないか。

*加害者の更正を考えると、早急な改正は避
けるべきである。

。「効率」と「公正」
行うよう促す。

◆「効率」と「公正」
ているか。

状況の変化に応 じ、様々な立場の人々の考え
が反映されて見直されるべきである。

《意味

"の
リ

○「法律とはどのようなものなのか」というこ
とを意識しながら、本時の学びを振り返り、
ワークシー トに記入する。

「 6法葎は1・ 百ち1み圧繕に著菖だ藉ぶちτ
・
ti:ロ

: るものである。
:◇法律の特色について考察できたので、今後
: の学習や生活にも生かしたい。

本時の学びを振 り返 り、これまで学習 して
きた 「法律とはどのようなものか」という
ことを意識 しながら、自分が感 じたことや
考えたことを記述するよう促す。



社会科学習案 3年 A組 42名

菅 谷  昌 弘

I 単元名

公民的分野「生産と労働」

Ⅱ 単元の目標

企業の生産活動が、家計によつて提供される労働な

どの資源を投入して行われていることに気付かせ、そ

の聘 きを理解する。

Ⅲ 単元の価値

本単元は、学習指導要領解説の大項目「私たちと経

済」の中項目である「ア 市場の働きと経済」にあた

る。‐般に私たちは、「家屋に住む」「衣服を着る」「教

育を受ける」「医療を受ける」など財やサービスを利用

して、消費することで生活を成り立たせている。この

ような財やサービスを消費する行為には、一般的に、

お金の流れがともなう。そのため、「経済=お金」や「生

産にはお金が必要だ」と考えてしまう生徒が多し、 ま

た、前述の中項目では、身近な消費生活を中心に経済

活動の意義や現代における生産の仕組みや働きを理解

させることをねらいとしている。

本単元を通して、現代における企業の生産活動を中

心に、労働の意義や今日的課題などを学んでいくこと

で、多角的・多面的に捉えることで、客観的に自分の

考えを捉え、自分の考えを確かなものにしていくこと

ができる生徒を育んでいきたし、

V本校の研究と本時の授業との関連

1生徒自らが「問い」を生む手だて

「生徒がもつ経済的事象の固定観念や先入観」を
利用 した授業展開と経済的事象の関連性の視覚化

本時で例示する4つの生産に関わる仕事は、生徒に

身近なものを取り上げる。そして、各仕事を始めると

きに準備すべきものを書き出す活動を行う。「4つの仕

事は異なるため、付箋に書き出した内容も異なるもの

である」と、生徒には固定観念や先入観を抱く。

しかし、4つの仕事には「生産」という共通点があ

ることに気が付くことで、「書き出した付箋にも共通点

があるのではないか」という疑間が生まれるのである。

また、生産活動に関わるものを付箋に書き出すことで、
「生産」という経済的な概念を目に見えるかたちで表

すことができるのである。

このように、生徒にとつて身近な経済的な事象を通

して、概念を具体的な生徒自身の言葉で表し、視覚化

することで、自分の生活に引き寄せて、経済活動を考

えることができ、「問い」を生徒自らが生むことになる

のである。

2「問う」ことの価値の実撼をもたらす手だて

経済的事象に関する学習に「個人」→「集団」→「個
人」の流れを取り入れ、相互に作用する学習形態

まず、本時で取り上げる4つの仕事に必要なものを

個人で考えるようにした。その内容は、基本的に生徒

個人の生活経験に基づくものであるため、「自分の考え

でいいのだろう力可「他の人と確認したい」と思うので

ある。4人班での話し合いでは、自分の考えを更に確

信したり、逆に見直ししたりすることが出てくる。

付箋のグループ分けでは、生徒は自分が思つていた

ものとは異なった場合では「なぜそうなるの力可 など

と、他者に対して「問う」ことになる。また、グルー

プの名前を付ける活動でも「共通している内容はそれ

でいいのだろう力可「共通内容のあらわし方としてそれ

は適切なのだろう力可などの「問う」ことが行われる。

そして、これまでの生活経験などを根拠に、その「間

う」ことに対して、回答していきながら、検証してい

くことになる。授業の終末で、自分の学びを改めて捉

え直すことで、より確かな自分の考えにしていくこと

ができるのである。このようなに「問う」ことによつ

て、学ぶ内容を自分ごととして捉え、自分の考えを広

げた生徒の育成を目指す。

■小学 3・ 4年  「工場での仕事と働く人々」

～原料はどこからくるのだろう力、製品はどこへい

くのだろうか～

■小学5年  職 が国の水産業 。工業の様子」

～さんまはどのように消費地に届くのだろうか (水

産業)。 自動車部品はどこからくるのだろう (工

菊 ～

1 生産とは 0椰寺)  4働 くことの意義と労働者の権利

2 企業の役割と意義  5働 きやすい職場を築くために

地理的分野

。地域間の結び付き (世界と比べた日本のい

。産業を中核とした考察 (日 本の諸鋤

。他地域との結び付きを中核とした考察 (日 本の諸廻嚇

公開学習会①



Ⅵ 本時の授業展開
1本時の目標

財やサービスを生産するためには、資本・土地 。労働の三要素が必要であることを理解する。
2展開 (1/5)                                  .

3本時の目標に対する実現状況の見取り

財やサービスを生産するためには、資本・土地・労働の三要素が必要であることを理解することがで
きたかを、話 し合いの様子やワークシー トの内容から見取る。

流れ ○生徒の学習活動 ・教師のかかわり

想起する

(5分 )

分析する

(15分 )

つかむ

分類する

(30分 )

分類する

(35分 )

まとめる

深める

(40分 )

(43分 )

(50分 )

○提示 された業種の利用について発表する。

*お祭 りで、たこ焼きを買つたことがある

*家の猫はペ ッ トシ ョップで買つた

*夏休みにディズニーラン ドに行った

*夏期講習に通つた

04つに共通することを考える。
*お客がいる

*お金で何かを手に入れる

○仕事を始めるために準備するものを書く。
*「たこ焼き屋」。・・たこ、ネギ、プレー トなど

*「ペ ットショップ」・…犬、猫、檻、えさなど
*「遊園地」・…遊具、食堂、 トイレなど

*「学習塾」・…黒板、テキス ト、教室など
*付箋をまとめることはできないだろうか

「たこ焼き屋」「ペ ットショップ」「遊園地」
「学習塾」を提示 し、生徒の利用の状況につ

いて聞く。

これらの 4つ に共通することを聞く。

財やサー ビスを消費者に提供する生産の仕

事であることを説明する。

これ らの仕事を始めるのに、準備 しなければ

ならないものを考えるように促す。
4人班になり、仕事別に色分けした付箋紙に

付箋に書き出し、分類するように促す。

4つの仕事は「生産」という共通したものがあるので、
付箋に書き出したものにも共通するものがあるのでは
ないだろうか

ζ汽″ う/ご との″層 ″実感 する学 a鈍 リ

【学習課題】 生産に必要なものは、どのように分類できるだろうか

○付箋をグループ分けし、名前をつける。
【グループ分けの例】

〇グループ名を黒板に掲示する。
*人 *備品  *衛 生 *情報 *設備

○グループの分け方を考え、分類する。
*人に関するもの *土地に関するもの

*モ ノに関するもの

付箋をグループ分けし、名前を付けるように

促す。

グループ名を用紙に記入 し、黒板に掲示する
ことを伝える。
グループ数は可能な限り少なく、名前は具体
的に書くことを伝える。

掲示されたものをグループ分けするように

指示する。

02つの仕事について考える。
*商品の保管、事務所などのため土地が必要

○学習課題についてワークシー トに記述する。
○ワークシー トの記入内容を交流する。

(E# jffotr)
la a a r a a a a a a a a a a r a t a a r a r a a a t a a a a a a a a a a a a a a a a.. t r I

iofr,l\o+t+*4fr4f 6M.,F. & L(. 3 )ary.#b i

i wmra: l r\<"8 z iti. i
raaraaaaaaataraaattaaaataaaaaaaaaararrrrrrrrrrri

。生産の三要素について説明する。「インター

ネット販売」「弁護士」を提示 し、三要素に
当てはまるのかを聞く。

◆生産に必要な要素について記述 しているか。
・生徒を指名 し、ワークシー トに記入した内容

を発表するように促す。

本時の学びを振 り返 り、自分が考えたことを
記述 し、交流するように促す。

生産に必要なものは、資本・労働 。土地の 3
つの要素に分類できる。



社会科学習案 級

諭

学

教

3年 B組 42名

東   岳 史

I 単元名

公民的分野  (3)私たちと政治

『“子育てしやすい町 和

『

'を築く』 (地方自治)

Ⅱ 単元の目標

地方公共団体の政治の仕組みについて理解するとと

もに、住民の権利や義務に関連し、地方自治の発展に

寄与しようとする住民としての自治意識を育れ

Ⅲ 単元の価値

地方自治を学習するにあたり、大きなねらいが2つ

ある。一つは、地方公共団体の政治の仕組みを理解す

ることであり、もう一つは、住民自治の考えを理解し、

地域社会への関心をもつという「自治意識の基礎」を

育むことである。地方公共団体の政治は、国の政治よ

りも身近なところに存在する。しかし、マスメディア

によつて、国の政治の方に注視される機会が多く、身

近な存在であると感じている人は少なし、 ただよく考

えてみると、消防、水道、ゴミといつた、私たちの生

活に直結していることのほとんどは地方公共団体の管

轄である。地方自治は「民主主義の学校」といわれる

ように、そこに住む住民の意思が強く反映される場で

もある。

今回は「子育て」を題材として取り上げるが、これ

についても地域住民が積極的に関わることによつてこ

そ、地域における生活の向上につながるということに

気付かせたし、 柚幌市が大きな課題として挙げている

少子化について、それが進む原因やその問題点につい

ての意見を交流するだけでは、生徒にとつて身近な問

題として捉えることはできなし、 そこで、保護者への

間き取リレポー トや札幌市の統計資料をもとに、少子

化の原因や問題点を把握することができるよう工夫す

る。本単元の学習を通して、公民的資質の基礎が養わ

れる生徒の姿を期待したし、

Ⅳ 単元の全体構造

<地方自治>(7時間)

①時④『地方自治の基本的な考え方』

⑤・⑥『子育て支援を通して地方自治を考える』

:⑤ 財し幌市では、どのような街づくり戦略 i

ビジョンを立てているのだろうか。」
⑥「“子育てしやすい町 札幌"を築くた

めには、どのようなことが必要なの
だろうか。」【本時】

⑦『地方自治のまとめ』

V本校の研究と本時の授業との関連

1生徒自らが「問い」を生む手だて

「生徒がもつ社会的事象の固定観念や先入観」を
利用した教材開発や授業展開と社会的事象の関係
性の視覚化

前時の終末に、自らを育てた体験談を、生徒自身が

保護者に聞き取つてくるよう指示する。自分の成長を

とても楽しみにしていたことや、苦労したり悩んだり

したことを、両親から直接聞くことにより、生徒たち

は、子育てをより身近なこととして捉えるとともに、

その大変さを強く実感すると考える。本時では、仲間

のレポー トとの比較、また、札幌市における現状資料

との比較を通して、悩んでいる母親の姿がクローズア

ップされ、「母親の悩みをどのように解決すればよいの

だろうか」という「問い」が生まれ、子育て支援の必

要性を実感しながら、学習課題へと向かう。

2「問う」ことの価値の実感をもたらす手だて

「個人 (保護者との対話を含む)」
→「小集団」→

「学級全体」→「個人」の流れを取り入れた、相互
に作用することができる学習形態の工夫

「“子育てしやすい町 札幌"を築くためには、ど

のようなことが必要なのだろう力可 という学習課題を

共有した生徒は、改めて手元にある聞き取リレポー ト

に目が向く。そこには、生徒が保護者とともに考えて

きた子育てしやすい町にするための案がある。隊形を

4人班の構成に変え、互いに考えた案を持ち寄り、札

幌市の統計資料やさっぽろ子ども未来プランなどの資

料も参考にしながら具体策を考案する。その後、学級

全体の場で、出された案を内容に基づいて整理・分類

する。さらに、行政が解決できるものを確認していく

が、その中で、行政にも限界があることに気付く。そ

して、企業の協力や地域住民の積極的な関わりが不可

欠であることを理解することにつながる。

保護者との対話を通して得られた「個人」の意見を

もとに、「小集団」の中で練り上げ、「学級全体」で吟

味したからこそ、最後に学習課題に対する解を「個

人」で整理することができるのである。このとき、学

んだ内容を自分ごととして捉え、自分の考えを広げた

生徒は、「問う」ことの価値を実感するであろう。

なお終末においては、本時の学びをワークシー トに

記入することを促す。この学習活動を通して、将来、

自らもかかわる地域の子育て支援について考えを深

め、自らの考えを表出することによって、未来の自分
の姿を投影させたしヽ

公開学習会②



Ⅵ 本時の授業展開
1本時の目標

“子育てしやすい町 札幌"を築く上で、地方公共団体のみならず、町内会やNPOな ど地域が積極

的に関わりをもつことが不可欠であることを理解することができる。
2展開 (6/7)

“子育てしやすい町 札幌"を築く上で、地方公共団体のみならず、町内会やNPOな ど地域が積極
的に関わりをもつことが不可欠であることを理解することができたか、生徒の発言内容やワークシー ト
の記述内容から見取る。

流れ ○生徒の学習活動 ・教師のかかわり

振り返る

(2分)

つかむ

(10分 )

(15分 )

広げる

(20分 )

整理する

分類する

(30分 )

検討する

(34分 )

(37分 )

(42分 )

整理する

(48分 )

振 り返る

(50分 )

○前時の学習を振 り返る。          :。 前時の学習成果の振 り返 りを促す。
*札幌市は合計特殊出生率が低い。     |
*理想の子 どもの数 と実際に予定 している

!

数に差がある。

○班の隊形になり、保護者に対 して行つた子育 |・ 4人一組の班の隊形をつくるよう促す。
てに関するレポー トの内容を確認 し合 う。  |。 保護者への間き取 リレポー トの内容を班内
*自 分の成長をとても喜んでくれていた。  ! で交流するよう促す。
*病気がちだつたので、悩んでいたようだ。 |
*う ちは全く悩みがなかったらしい。   i

O札幌市において、子育てに悩んでいる母親の :。 札幌市が調査 した 「母親の子育てにおける

現状を資料や手記から読み取る。      1 悩み」の資料を提示する。
*札幌市では悩んでいる母親の数が多い。  :・ 子育てに悩む母親の手記を提示する。
*母親の悩みをどのように解決すればよい

|

のだろうか。

【学習課題】“子育てしやすい町 札幌"を築くためには、どのようなことが必
なのだろうカ

(『間 うノごとのπどを実感チる学ひ衿ι〕ツ
○聞き取 リレポー トや諸資料をもとに、各班で

子育て しやすい町を築 くために必要なこと

を各班で考え、具体策を考案する。

○各班の案について、学級全体の場で、似たよ

内容を整 すな内容を整理・分類する
ハー ド

面

・保育施設を増やす。
・安心して遊べる公園をつくる。

ソフ ト

面

・独自に児童手当を増額する。
・悩み相談の職員を増やす。

○案の中で行政が解決するものを確認する。
*様々な建物は、札幌市がつくってくれる。
*札幌市の財政は厳 しいのですべてを実現

することはできない。
○行政では解決できないことがらについて、誰

がどのように解決するかについて検討する。
*育児体暇など、企業の協力が必要である。
*近所の仲間で母親の負担を減らそ う。

○子育てに悩む母親の手記の続きを読む。
*地域の活動 としてNPOと い う存在 もあ

るようだ。
○議論を踏まえ、子育てしやすい町 札幌"を

築 くために必要なことをワークシー トに記
入する。

事前に取 り組んだ保護者への間き取 リレポ
ー トや諸資料を根拠 とした具体案を検討す
るよう促す。
生徒の意見を生かした整理・分類を意識す
る。

整理・分類 された案について、行政の手で実
現できるかどうかを検討するよう促す。

行政以外の主体者を明確にするよう促す。

。子育てに悩む母親の手記を紹介する。
・NPOの 補足説明をする。

・ワークシー トの記入を促す。
◆行政をはじめ、様々な立場からの具体的な

支援について意見が整理されているか。

“子育てしやすい町 札幌"を築く上で、地方
公共団体のみならず、町内会やNPOな ど地

域が積極的に関わりをもつことが不可欠だ。

本時の学びを振 り返 り、これまで学習 して
きたことがらを整理 しながら、自分が感 じ
たことや考えたことを記述するよう促す。

○本時の学びを振 り返 り、ワークシー トに記入
する。

「6学吾:ぞど晏;ざしそ存ら
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研 究 主題

「学びの主体者」 となる生徒の育成

一 「問い」を活かす授業の探究一

(2年次〉
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本校研究の全体構造

生徒の実態

育 目

斉正

求める生徒の姿

「学びの主体者」 となる生徒
□自らの思考 0判 断をもとに、 自他 に働 きかける生徒

□他者 との関わ りを通 して、 自分 自身を客観的に捉 え、

自己の成長 に向か うことができる生徒

研究主題

「学びの主体者」 となる生徒の育成

研究仮説

生徒 自らが 「問い」 を生み、
「問 う」 ことの価値 を実感す る学び合 いに よつて、
「学びの主体者」 となる生徒 を育成す ることができる。

2年 次研究の重点
「問 う」 こ との価値 の実感 を もた らす 手 だてのあ り方

1 1年
次

耳霧7層に夕「問 う」につなぐ手だてのあ り方    |
21主題解説
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学校教育 目標

の理念

学校教育の今

日的課題 と本

校生徒の実態

本校 では、「学校教育 目標 」の理念 を第一 に し、「学校教育 の今 日的 な課題 」、

「本校 生徒 の実態」、「本校研 究の あゆみ」 とい つた観 点 か ら研 究課題 を焦点化

してい る。 また、私 た ちが 日々接す る生徒 の実態や保護者 の教 育 に対す る期待

な ども踏 まえ、学び に対す る想 い を教師間で話 し合 い、期待す る生徒 の姿や学

び に対す る想 い を共有化 し、求 める生徒 の姿 を明確 な もの とした上で、研 究 を

進 めてい る。

本校 で は、「清新・ 進 取・ 斉 正・ 親 和」 の四つ の言葉 を学校 教育 目標 と して

い る。 これ は、生徒 自身 が学校教育 目標 に親 しみ を もちなが ら学校生活 を送 る

こ とがで きるよ うに設定 され た ものであ り、本校 の教 育活動 においては,日 常的

に これ らの四つ の言葉 が取 り上 げ られ てい る。

〔附属 札幌 中学校 のめ あて〕

・清新 ―いつ も生 き生 き と心 と体 をはた らかせ ま しょう

。進取 ―なに ごとに も積極 的 に、 自 ら進 んで取 り組み ま しょう

・ 斉正 一品位 と正義 を重ん じ、 け じめの ある中学校 生活 をお くり

ま しょう

・ 親和 一人 々 との交わ りに喜 び をもち、共 に向上す る ことを 目指

しま しょう

〈重 点 目標 〉

誠実 な努 力 と節度 ある生活 を大切 に品性 の高 い附 中生 にな ろう

平成 24年度 よ り全 面実施 となった 中学校 学習指導要領 では、子 どもた ちの

「生 きる力 」 をよ りいつそ う確 かな ものにす るこ とを 目指 してい る。 生 きる力

とは、確 か な学力 、豊かな人間性 、健康・体力 とい った知・徳・体 のバ ランスの

とれ た力 の こ とであ る。

本校 の学校教 育 目標 である 「清新・ 進取・ 斉正 。親 和」 も、そ うした 「知・

徳・ 体 のバ ランスの よい生徒」 の育成 を 目指 した もので あ る。 学校教育 目標 の

理念 を第一 に、「求 め る生徒 の姿」を設定 し、その具現化 に努 める ことは、学校

教育 にお け る今 日的課題 に も迫 るもの とい える。

私 た ちは、物質的 に豊 かであ る と同時 に、情報 にあふれ 、

が繰 り広 げ られ る技術革新 、価値観 の多様化 、国際化 な ど、

社会 のなかで生活 してい る。

その よ うな状況 の中では、周 囲の事象や心情 を感 じ取 り、

り、判断 した り、表現 した りす るこ と、また、他者 との関わ

い うこ とが ます ます重要 とな る。

31主題解説

また飛躍的 な進化

変化 の激 しい現代

自分 自身 で考 えた

りを通 して学ぶ と

1本校研究の基本的スタンスと「 求める生徒の姿」設定の土台



前次研究との

つなが り

社会 の著 しい変化 の 中で、適切 な判 断の もと、柔軟 に対応す る能力の素地 を

養 うこ とが、一層求 め られ てい るこ ととい える。

こ うした社 会 の現状 を踏 まえ、今 次研 究 にお ける 「求 め る生徒 の姿」 の設定

にあた り、学校教育 にお ける今 日的課題 お よび本校 生徒 の実態 を以下の よ うに

お さえ研 究課題 を焦点化 した。

【学校 教 育 に お け る今 日的課 題 】

○学習指導要領全 面実施 にお ける新 しい教育課程 の実施 による検証 をす るこ

と

○新 しい知識・ 情報 。技術 が政治 。経済 。文化 をは じめ社会 のあ らゆる領域

で の活 動 の基盤 と して飛躍 的 に重要性 を増 す 、「知識 基盤 社 会」 の時代 の

到来 な どとい つた社会 の変化へ の対応 を意識す るこ と

○教育基本 法 。学校教育法 の改正 において、教育 の 目標・義務教育の 日標 が

定 め られ る とともに、学力 の重要 な 3つ の要素 (基 礎 的・ 基本 的な知識・

技能 の習得 、知識・ 技能 を活用 して課題 を解決す るた めに必要 な思考力・

判 断力・表現力等 、学習意欲 )を 明確 にす るこ と

OPISA、 TIMSSの 調査等 か ら、「生 きる力 」 で重視 してい る事項 を

意識す るこ と

○心 と体 の調 和 の取れ た人間形成 を 目指 した道徳 教育 の充実 を図 るこ と

今 次研 究 では、前次研 究で創 り上 げた ものを生か して研 究 を進 めてい くこと

を前提 として研 究主題 を設 定 した。

前次研 究 「響 育 を 目指 した学びのデザイ ン」では、カ リキュラムの全体構造

や全領域 にお け る年 間指導計画 を作成 し、その計画 の も と、実践 、検証 、改善

を繰 り返 して きた。教材や題材 との出会いやその瞬間の仲 間の心 の動 きや仲 間

の価値観 とのぶつか り合 い によって、心 を働 かせ なが ら、学ぶ こ との楽 しさや

学んだ こ との価値 を感 じ取 り、学んだ こ とが将来 にわた って生 きて働 く資質や

能力 とな る こ とを 目指 して、学び をデザイ ン してきたので ある。 その際、議論

の中心 とな ったのは、教材や題材 の在 り方 であ り、その面 で大 きな成果 を挙 げ

ることがで きた。

今 次研 究 では、その成果

の上 に立 ち、「生徒 の学びた

い、学 ぼ うとす る気持 ち」

に重点 を置 き、実際 の授 業

にお け る教師 の どの よ うな

手だてが、生徒 の育成 につ

なが るのか、研 究 を進 めて

い くこ とに した。
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求 め る生徒 の姿

「学びの主体者」 となる生徒

□自らの思考・判断をもとに、自他に働きかける生徒

□他者との関わりを通して、自分自身を客観的に捉え、自己の成長に向かうことができる生徒

本校生徒の

実態

オ雄 ″の実麟

―― 「附属の学びは、先生が一方的に教 えるのではな く、生徒 と生徒、先生 と

生徒 とで創 り上げてい くもので、楽 しい ものです」――

本校では、毎年 2月 に、中学 1年 生 と入学予定者 との交流会 を行 つてい る。

この交流会は、小 中の円滑な接続 を目指 して 10年 前か ら行われている。上記の

言葉は本校 1年 生のある生徒が、交流会において語 つていた言葉である。

この生徒 に限 らず、附属での学びについて、仲間 との関わ りが大切であると

述べ る生徒 は多い。 これは、校内における研究に関わるアンケー ト等か らも明

らかである。
2013年 度 生徒対象 校内研究アンケー ト
「自分の成長には、他者 とかかわることが大切であると感 じる」

あては まる (87%〉
どち らか とい うとあてはま る 〈10.7%〉
どち らか とい うとあてはま らない (2%〉
あてはま らない (0.3%〉

本校研 究 と して脈 々 と受 け継 がれ て きてい る ことは、生徒 の側 に立 ち、生徒

同士が関わ り合 うこ とで生みだ され るもの を大切 にす る とい つた基本的姿勢 で

あ る。

生徒 一人一人 の 「学 び※ 1」 や生徒 同士の 「学 び合 い※ 2」 を大切 にす るな

どといった本校研 究で 目指 してい る ことを、生徒 自身 も感 じ取 り、生徒 の中で

も受 け継 がれ て きてい る成果 ともい える。

【成果】

・仲間を大切 に してお り、男女の隔た りな く友人関係 を築 くことができる。

・授業での班活動や行事等に対 して、仲間 と協力 して取 り組み、連帯感 を

もつ ことができる。

。これまでの学びを、次の学びに生かそ うとす る力が身 に付いている。

51主題解説

入 学 前 交 流 会 の 様 子

求める生徒の姿



学校 生活 の学 び を通 して、学 んだ こ とが 自分 に とって どの よ うな意 味が

あ るのか思考・ 判断す る力 が身 に付 いてい る。

他者や 文化 の多様性 について理解 し、対立す る意 見 の必要性や 、それ を

受 け入れ る姿勢 が身 に付 いて きてい る。
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:χ ゴ「学 び」

「 自 らの 成 長 の 欲 求 に 基 づ き 、対 象 の 本 質 を 探 り、自 己 に 取 り込 み 、

さ らな る 成 長 を 目指 し続 け る 行 為 」

と今次研 究立 ち上 げ時 (2013年 度 )に 定義 した。

子 ども一人一人 の もつ、 自由な発想 に よるもの をは じめ として、学校教育

に とどま る ものではな く、社会 にお ける もの、つ ま りは生涯 にわたっての行

為 ととらえ、「学び」 を定義 しなお した。

ここには、教師が操作 し、統制 で きるもので ある と押 さえるのでな く、学

び手 自身 の思考や判 断 を尊重 し、生徒 の主体性 を本 当の意味で大切 に してい

くとい う決意 を込 めてい る。

:χ 2「 学 び合 い」                      :
:「 自他 の考 えや価値 観 に影響 を与 え る相 互 作 用 の ある学 びの過程 」 :

:と 今次研究立ち上げ時 (2013年 度)に 定義 した。            :
: さらに、                              :
:「 学 び合 いの 成 立 に向か うため の生 徒 の姿 」 として、以下の三つを整 :

:晉・|・たふ…… … … … … … …… … … …… …… … … .三
:J【 自分 と他者 をつな ぐ】                 i:
:: 学習課題や解決の方向性 を共有 している           ::
::【 自分か ら他者へ】                   ::
:: 自分の考 えをもち、他者に表現 している           ::
::【他者か ら自分へ】                   ::
:: 他者か らの表現 を受け入れ、自分の考えを広げようとしている ::口■

                                  ,.......・ ・・・・・・・・………・・・・・・・・・・・・……・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・̈●・・・ :: 
・
・・・ .¨ ...・・・・・・・・・・・ ・̈・・・・・・・ …・・ … …・・・・・・・・・・・・・・ …・・・・ ¨ ¨ ・̈・・

`
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本校生徒の

課題

本校 では 「学び合 い」 を大切 に してお り、授業 を始 め とす る学校教育全般 に

おいて、他者 と関わ り合 いなが ら活動す る風 土が確 立 してい る。

そのため、仲 間 とつなが つてい る安心感や 、集 団 にお ける所属感 を強 く感 じ

なが ら学校生活 を送 ってい る生徒 が ほ とん どで ある。

しか し、授業や委員会等 にお ける話 し合 いにお いて、発言力 がある生徒 の言

葉 に頼 り、流 され て しま う傾 向が ある。

教師側 か らす る と、「もつ と違 う視 点か ら考 えて ほ しい」、「もつ と冷静 にな

つて考 えて ほ しい」、「本 当に今 の発言 が、みんなの考 えを表 してい るのだろ う

か」、「○○君 は、本 当は違 う考 えを もつてい るのではないか」 とい った思い を

もつ こ とが ある。

生徒 の心理 か らす る と、「発言 す る こ とで周 りか ら何 か言 われ そ うだ」、「言

つて も意 味がない」、「自分 の考 えはち ょっ と違 うけ ど、雰 囲気 的 に このままで

いいだ ろ う」 な どと集 団の雰囲気 を必要以上 に重視 して しま う傾 向がある。

げ 教 育 相 談 に お け る 生 徒 の 発 言 か ら… …

学″生″ だお ゲ ろ′療 ど ιで、補 ″″ に発 言 ナろノ とクヽ ラことを挙ゲ ている空 を
が 、塗 ″ の 7″ガ ぐクヽ ろ。 〃 での話 ι今 い では、者 を″ ″努 言 でま でいるが 、学荻
塗 ″や委貞 弁活動 な ど翼 学年交 流 の場 で″発 言 できな い と言 う。 発 言 できな い〃 膚
ど ιて、√月 クか らど ラgゎれ るか El〃 だノ、√を のメ の′言月 と大 が″ εだか ら言わな
ぐて もま クヽ ど′

『

つ て ιま ラノ、√みん な どご ラ′ま月 だ と蒻 ヂか ιクヽノ な どとク`った こ

とを挙ゲ ること″ゞ多 クヽ。

ただ
｀
ι、今′″劣がご ん でまた ′θコイタ σガ タを、√まデ″′gぃ ク っ て手を挙ゲ て

みたノ、′発 言 ιてみた ら、意″ とまい反オ を ιて もらえたノな どと語 る生夕が〃 てま
でクヽろ。ttJの 雰』7気 を必要ノ上 に重 夕 ιて ιま ラ′府か ら〃 〃 ιつつあ るとイ εて
いろ。

以上 の よ うな こ とか ら脱却 し、 もつ と自分の可能性 を広 げて ほ しい とい う願

いを もつた。

そ こで、改 めて、本校 生徒 の課題 は どこにあ るのか整理 してみた。

〈課題 〉

自己の理想 の姿 を描 き、その実現 に向けた 目標設 定 を行 う力 は身 に付 いて

い る。 しか し、具体的 な計画 を立て、見通 しを もつて行動す る といった実

践的 な力 は弱 い。

自分 の思 いや 考 えな どを的確 に表現で きる生徒 が多い。 しか し、仲間の考

えや集 団 の考 えの方 向性 を大切 に しす ぎて、自分 の考 えを表現す るこ とに

躊躇す るな ど、適切 に他者 に働 き掛 けるこ とがで きない場面が ある。

新 たな こ とに挑戦 してい きたい とい う気持 ちはある。 しか し、未 知な るこ

とへ の不安 が先行す るこ とや 手だて を見出す こ とがで きず 、次 の一歩 を踏

み出す こ とがで きない こ とも多い。

その場 の雰 囲気 に流 され た行動 を と り、周 りと同調 し、場 をわ きまえるこ

とがで きない こ とがある。特 に、公共 の場 での振 る舞 いや実社会 の人 々 と

の関わ りな どをよ りよい もの に してい くための 「社会性 」はあ るが、実行

力 は十分 とはい えない。
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「 学びの主体

者」 となる生

徒の先 にある

もの

み続 ける生徒 で あつて ほ しい とい う強い願 いが込 め られ てい る。

「主体者 」 と して我 々が思い描 いてい るのは、閉 じられ た世界 の中で、生徒

一人一人が意欲 的 に学習す る とい つた、単 に 「主体的 に学ぶ」 とい う姿ではな

い。他者 とともに生 きる開かれた世界の 中で、 目的や相手 を意識 して、社会 の

一員 と しての責任 をもち、他者 との関わ りを大切 に しなが ら学ぶ姿 である。

今 はま さに激動 の時代 である。

今現在保 有 してい る知識 が、近 い将来 において も役 立つ とは必ず しも約束 さ

ない社会 で あ る ともいえる。

東 日本 大震 災 に よつて、我 々は価値観 が揺 さぶ られ 、生 きる とい うこ とが ど

よ うな ものなのか 自分 自身や社会 に問い直す必要性 に迫 られ た。

自分 (た ち)の 予想 を超 える事態 に遭遇 した時 にいか に柔軟 に対応 で きるか、

社会 の一員 で あ る とい う自覚 を強 くもち 自ら行動す る こ とがで きるか、な どと

い った こ とが重要で ある と本校 では再認識 した。

そ して、一人 で決 断す るのではな く、 よ りよい姿 を 目指 して、協働 して物事

に向か うこ との重要性 に も気付 くこ ととなった。 実際、専 門家 が集 まつて知恵

を出 し合 つてす ら、いまだ解決 の方法 が導 き出せ ないでい る問題 も存在す る。

社会 の 中に隠 され てい る唯一 の答 を、 自分 ひ と りで見つ ける とい うことでは

な く、他者 とともに、課題 を追究 し、新たな意 味 を創 り出 してい くことが、今

まで以上 に求 め られ てい る。

我 々は、 自他 の成長 とい う目的意 識 を強 くもち、 自分 が何 をすべ きか思考 、

判 断 し、他者 との関係 を生か しなが ら、よ りよい姿 を模 索す る ことがで きる生

徒 を育てたいのであ る。

そ してそれ は、 中学校 での学び に閉 じられ た もの と して考 えてはいない。

昨年度本校 では、「学び」 とは生涯通 じての行為 で ある と改 めて確認 した。

中学校 での学 びが将来の社会生活 に も生 きて働 くもの とな るよ うに したい と

い う決意 を改 めて確認 したのであ る。

佐伯絆は、「学び」を、「特定の価値観や道徳性を目指したものではなく、『も

つとよいことはないか』と追究し続けること、すなわち簡単にわかったことに

して しまわず に、 どこまで も『 学び続

けること』」 としている。

これか らは、ますます価値観の多様

性が増 した り、急激な変化に直面に し

た りす ることが予想 され る。 どのよ う

な相手、 どのよ うな状況であつて も、

「共に生 きる」とい う意識 を強 くもち、

他者 との関係性か ら成長す ることがで

きる生徒 を育てていきたい と強 く思っている。
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なぜ「学びの

主体者」か

次 に、教師間で場 面 を切 り取 り、具体的 な生徒 の姿 を も とに しなが ら議論 を

重ね 、 どの よ うな生徒 を求 めてい るのかについて明 らか に した。

その際 キー ワー ドとして きたのは、「一歩 を踏 み出す力強 さ」である。「一歩

を踏み 出す 力強 さ」 をもった生徒像 を以下の よ うに とらえ直 した。

そ して、議論 を重 ね 、我 々が求 め る生徒像 を、 自 らの思考・ 判 断 をも とに、

自他 に働 きか ける生徒 、他者 との関わ りを通 して、自分 自身 を客観 的 に と らえ、

自己の成長に向かうことができる生徒、「『学びの主体者』となる生徒」で

ある とい う結論 に至 った。

「 学 び 」 とは、「 自 らの成長の欲 求に基 づ き、対象 の本 質 を探 り、自己に取

り込み 、 さ らな る成長 を 目指 し続 ける行為」 と定義 してい る。

また、本校 で大切 に してい る 「学び」 は 「学び合 い」 と有機 的 に結び付 いた

もので ある。

「学び」 は個 の ものであるが、その 「学び」は他者 との関わ りに しっか りと

支 え られ た ものでな くてはいけない と考 えてい る。

「学 び合 い」 とは、「 自他 の考 えや価値観 に影響 を与 え る相互作 用の ある学

びの過程 」 であ る と定義 してい る。他者 との関わ りに よって、価値観 が揺 さぶ

られ 自分 の考 えが広 がった り、 自分 自身 の考 えが よ り明確 になった り、 自分 自

身 を客観 的 に とらえ、今 の 自分 に必要 な こ とが よ り鮮 明 に見 えて きた りす る。

そ して、それ らの気づ きや 考 えの広 が りが、 自分 自身 を さらに成長 させ るこ と

につ なが る。

つ ま り、他者 との関わ りな く して、我 々が追 い求 め る 「さらな る成長 を 目指

し続 ける行為」 で ある 「学び」 にはな り得 ないのであ る。

「 主 体 者 」 とい う言葉 には、 自

他 の成長 のために とい う目的意識 を

強 くもち、他者 との関わ りを大切 に

し、その関わ りを通 して、 自らの考

えを広 げた り、 自らを客観 的 に とら

えた りして、 自己の成長 に向けて歩
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。自分 の考 えを しつか りともち、積極的 に 自らの考 えを表現 で きる。

・最初 の考 えに固執す る ことな く、相 手の意 見 を取 り込み なが ら、柔軟 に 自

分の考 えを変Iヒ させ ることができる。

。夢 中になつてい る ときや 自分 とは異質 な価値観 と出会 った際 に、自分 の考

えを含 め、批判的 、客観 的 に見 ることがで き、自分 が夢 中になっていて も

冷静 になれ るよ う意 見 を言 える。

・ 自他 の成長 を 目指 して、相手の意 見に対 して、時 には強 く反論す ることが

できる。



研究仮説

生徒 自らが 「問 い」 を生み 、「問 う」 ことの価 値 を実感す る学 び合 い

によ って、「学 びの主体者」 とな る生徒 を育成す る ことが で きる。

「 FCD5い 」を活

かす授業とは

なぜ「 F05う 」

を重視するか

「問 い」を活 かす授 業 とは、研究仮説の文言通 り、生徒自らが「問い」を
生み、「間う」ことの価値を実感する授業のことを指 している。

他者 とのかかわ りを 自ら求 め、「問 う」こ とに よって、立 ち止 まって じっ く り

と考 えた り、違 う視 点か ら物事 を見つ め直 した り、新 たな発 見 を した りと、 よ

り広 く、 よ り深 く思考す るこ とがで きる授 業で ある。
「問 う」行為 が必然性 を もつて行 われ るた めに、生徒個 々の「や りたい」、「や

つてみ たい」、「なぜ だ ろ う」とい った情動や知的好奇心 な どとい った心の動 き、
つ ま り自らが 「問い」 を生む こ とを大切 に した授業 で あ る。

そ して、「問 う」 こ とで 「問い」が活 か され た り、「問 う」 こ との価値 を実感

す る学び合 いが 「問 う」行為や 自ら 「問い」 を生む こ とを促進 した り、その結

果 「問 う」 こ との価値 が さらに強 く実感 され 、それ が・……とい った、 自ら 「問
い」を生む こ とと、「問 う」ことの価値 を実感す る学 び合 いが有機 的 に関連す る

授業 であ る。

なぜ、「問 う」なのか。

今次研究 を立ち上げるにあたって、本校生徒の実態か ら、「求める生徒の姿」
の実現 に向けて必要なことは何かを議論 してきた。

議論 を重ね る中で、「他者 に働 き掛 ける」行為や 「他者 との関わ りを通 して、
自己を客観的に とらえること」、つま り「問 う」が 「求める生徒の姿」に必要な
ことであると結論づけ、研究を進 めることとした。

本校でい う「問 う」 とは、生徒 自身が他者に 「問 う」行為 を指 している。

自らの思考や判 断は、「問 う」こ と

によって開かれ た もの とな り、 よ り

確 か に、 よ り広 く、 よ り深 い ものヘ

と変化 してい く。

それ は、自己の考 えをよ り明確 に、

よ り客観 的 な もの にす るためには、

他者 の存在 が欠 かせ ないか らであ る。
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なぜ、「『問う』

ことの価値を実

感する学び合

い」を重視する

のか

― 往 復 半 の

や りとり

例 えば、はうき りと した考 えにまでは至 っていなか つた として も、その時点

での 自分 の考 えを表現 し、他者 の考 えを聞 くこ とに よつて、 自分 が考 えていた

ことや 疑間 に思 つていた こ とは何 かが見 えて くるこ とが あ る。 自分の価値観や

考 えを表現 し、それ に対す る他者 の意 見を聞 くこ とに よつて、 自分 の考 えの妥

当性 を確 か め るこ とがで きる。 また、 自分 とは異 な る価値観や 考 え と比較検証

す るこ とに よつて、 自分 の考 えについて客観 的 に見つ め るこ とができる。 多様

な価値観や 考 え方 に触れ るこ とに よつて、 ものの見方や考 え方 を広 げ ることが

で きるので あ る。

この よ うな、「問 う」 こ との機能的 な面 を大切 に してい るので あ る。

しか し、「問 う」こ とだけを重視 してい るのではない。「『 問 う』こ との価値 を

実感す る学び合 い」 を重視 してい るのである。

それ は、我 々が 「問 う」行為 の先 に思 い描 いて いるの は、「問 う」 ことの機

能 的な面 に関す る理解 を生徒 自身が深め、 自己の成長 に向か つて、自 らを『問

う」行為 に よ り強 く促す姿だか らである。

「間 う」 こ とは、 自分 自身 の価値観や考 えを他者 に表現す るこ とであ る。表

現 した 自分 自身 の価値観や 考 えを否 定 され る と、 自分 自身 の存在 を否 定 され た

よ うな気 にな るこ ともあるだろ う。集 団の大勢 が 自分 の考 え とは違 つた際 に、

自分 の考 えを提示す るこ とに、大 きな抵抗 をもつ こ ともあ るだ ろ う。 こ うした

壁 を取 り払 い、恐れ るこ とな く 「問 う」 こ とがで きるよ うに したいのであ る。

また、「問 う」 てい る瞬 間 は、 自分 の考 えが広 が った こ とや深 ま った こ とを

十分 には意識 で きない こ とも多い。 また、何 とな く自分 の考 えが広が った り深

まつた りした気 が しなが らも、 どの よ うな点 において広 が った り深 まつた りし

た とい えるのか、輪郭 がはっき りと していない こ とが ほ とん どであろ う。 この

点 につ いて明 らか に し、実感 で きるよ うに したいので あ る。

つ ま り、生徒 が他者 に働 きか け、その存在 に よって 自分 自身 が成長 した こ と

を意識 化す る こ とを大切 に してい くのであ る。

したが つて、「問 う」 こ とだ けを切 り取 るのではな く、 自己の考 えが変化 し

たな どとい つた 自己の成長 と 「問 う」 ことの関連性 を実感 で きるよ うな学び合

いを重視 してい るのであ る。

「問 う」こ との機 能的 な面か ら、一往復 半のや りと りが重要 で ある と考 える。

それ は、 自らが問 うて、相手が応 えた ことに よって、 自らが生 んだ 「問い」が

揺 さぶ られ た り、 自分 自身 を客観 的 に とらえた りす る こ とにな る。相手が応 え

た ことが評価や判 断基準 となって、自分 自身 を見つ め るこ とがで きるのである。

そ して、相 手 が応 えた こ とに対 して、 さらに返す こ とに よつて、 自分 自身 の考
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なぜ「問い」

を重視するか

えの変化や深化 が明 らか になつてい くか らであ る。

そ してそれ は、他者 とのつな

が りを強 くす る こ とに もな る。

応 えて くれ た こ とが重要 な情報

となつた とい うこ とを相 手 に示

す こ とにな る と同時 に、相 手 に

とっては考 えを広 げた り、深 め

た りす る上で重要 な情報 を与 えることにな るか らで あ る。

こ うした、互 い に とって 「ともに」有益 とな るよ うな双方 向性 、重層性 のあ

る、相互作用 に よる高 め合 いを大切 に してい るのであ る。

また、他者 との対話や集 団 に よる協議 な どとい った 「問 う」活動 は、学習指

導要領 改訂 にあた り、充実すべ き重要事項 として示 され てい る 「.言
語活動 の充

実」 と直結 してお り、「生 きる力」 の育成 につ なが る ものであ る と考 えてい る。
「問 う」活動 は、言語 に よって行 われ る。 したが って、「問 う」活動 を重視

す るこ とに よつて、言語 に関す る能力 の育成 を期待 で きる。 また、その活動 を

通 して、 ときには異 な る考 えを知 り相互 に考 えを深 めた り、知的葛藤 をす るこ

とを通 して個 々の知識や技能 、考 え方 をよ リー層深 めた り拡 げた りす るこ とに

な る。 つ ま り、思考力や判断力 、表現力 を伴 いなが ら、知識や技能、考 え方 を

よ り確 かな もの とす るのである。

本校 では、「問い」 を以 下の よ うに定義 してい る。

Fd utl r tr
これ までの 自分の認識や経験 との違いか ら生 じた疑間の うち、解決 したいと

強 く思 うもの

なぜ 、「問い」 を重視す るのか。

一 つ 日の理 由は、「問 う」 こ とについて、生徒 自身 が強 く求 めて行 う行為 を

目指 してい るか らである。

「『 問 う』 ことが必要だ」、「『 問 う』 ことを したい」 と強 く思 うためには、解
決 したい と強 く思 う原動力が必要 となる。その原動力 となるもの として、「問い」
を位 置づ けてい るのであ る。 自らが生

んだ「問い」だか らこそ、「問 う」こ と

を したい と思 うのである。

「問い」 とは、 これ までの 自分 の認

識や経験 が土台 となって生み 出 され る

ものであ る。 意識 を働 かせ 自分 の生活

を見つ める こ とで、 ヒ ト・ モ ノ・ コ ト
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「学び」や

「学び合い」を

支 えるもの

で ある対象 に、 自分 の生活経験 とのずれや違和感 を抱 き、気付 きや疑間が生 じ

る。それ らの疑 問か ら生 まれ た願 いや課題意識 か ら、自分 の疑間 を解 消 したい、

解決 したい と強 く思 つた時 に、他者 に 「問 う」 こ とにな る 「問い」が生 まれ る

と考 えてい る。

二つ 目は、授 業展 開 を構想す る上で重要 な視 点 とな る と考 えてい るか らであ

る。

学習課題 が、教師側 のや りたい こ との押 し付 けにな っていて、生徒 自身 の も

の とはなつていないのではないか とい うことが、校 内の授 業検討会 で話題 にな

るこ とがあ る。「解決 したい と強 く思 うもの」で ある 「問い」を重視 し、生徒 自

らが 「問い」 を生み、その 「問い」 を解決 してい くよ うな授 業展 開 を構想す る

ことが、子 どもの側 に立 って授 業 をつ くることにな る と考 えてい る。

佐藤学は、「『 学び』 は、子 ども一人ひ とりが内側で構成す る個性的で個別的

な『 意味の経験』 にほかな らない」 としている。

「子 ども一人一人の個性的で個別的な『 意味の経験』」を保障す るものが「問

い」であるといえる。

さらに、「問い」は個人の ものであ り、「問い」を生む ことは、 自らの思考・

判断の もとで行われ る。つま り、 自ら思考・判断す る力 を高めることや、 自ら

思考・判断 しよ うとす る態度の育みに寄与す ると考 える。また、「問い」とは「解

決 したい と強 く思 うもの」であ り、何 に向かつて学ぶのか といった方向づけを

す ることや、「問 う」ための原動力、つま り自己の成長 に向か う原動力 となる働

きがあると考 えている。そ して、解決 したい とい う強い思いか ら生まれた 「問

い」は、 自分だけではな く他者 に とつても考える価値 のあるもの とな り、 自他

をつなぎ、共に学習課題 の解決 に向か うことにも寄与す ると考 えている。

多様性 を受容 し、協働 的 に、創 造的 に活動す るた めには、支持的風土 とい つ

た基盤 が重要 であ る。

「問い」とは、個 々の価値観や 文化 が反映 され た もので ある。互 いの「問い」

を基盤 と して、「間 う」、「問われ る」行為 を行 うこ と自体が、互 いの価値観や文

化 に対す る理解 を深 めるこ ととな る。 したが つて、「問い」や 「問 う」ことを大

切 にす るこ とが、相互理解 を深 め、支持的

風 土の醸成 に寄与す る と考 えてい る。

他者 と関わ るこ との意義や喜び を認識 し、

互いの価値観 を尊重 し、異質性 を大切 に し

なが ら、相互理解 を深 め よ うとい う意識 を

育んでい くのであ る。

また、支持 的風 土が醸成 され るこ とによ

つて、安心 して 「問 う」行為へ と自らを強

く促す こ とがで きるよ うにな る とも考 える。
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1年 次 研 究 の 日1 1年 次研 究 の 重 点

成 果     ll 「問 い 」 を 「問 う」 につ な ぐ手 だ て の あ り方

1年 次 は、「問 い」 を 「問 う」 につ な ぐ手 だ ての あ り方 を研 究 の重点 と し、

生徒 自らが生 んだ 「問い」 を他者 に 「問 う」ためには、授 業 において どの よ う

な こ とが大切 にな るのか について迫 つてきた。

これ は、「問 う」こ とは 「問い」が始 ま るこ とであ り、生徒 自らが 「問い」を

生む手だて について研 究 を進 めるこ とは、「学び合 い」に向か うための 「学習課

題や解決 の方 向性 の共有化 」 と大 き く関係す るか らで ある。

各教科 で実践 を積 み重ね る中で、明 らか になって きた こ とが あ る。

それ は、生徒 自らが 「問い」 を生む た めの手 だて を考 え る際 の視 点 として、

大 き く四つ の こ とが見 えて きた ことである。

一つ 日は、生徒 自身 が もつてい る概念 に疑間 を もて るよ うにす ること (認 知

的不協和 )で あ る。 二つ 日は、題材や教材 を 自分 ご とと して とらえ られ るよ う

にす るこ とで あ る。 三つ 目は、視 点 を明確 に して授業 を振 り返 るこ とがで きる

よ うにす る こ とで ある。 四つ 目は、 目的や意 図 を明確 に して他者 と関わ るよ う

にす るこ とで あ る。

【理科の授業から】

生徒 自身が もつてい る概念 に疑間をもつ

ことで、生徒 自らが 「問い」を生む授業

この地球 上 に は大 気圧 が常 には た らい

てお り、大気圧 が原 因で起 こる現象や 、利
用 した者 が た くさん あ るが、生 徒 たちはそ
の存在 に気 がつ いていない。大気圧 にかか

わ る現 象 を観 察・体験 で きる実験 を複数行
うこ とで、「なぜ この よ うな現 象 が起 こる
のか」 とい う問 い を生徒 自らが生む こ とに
なった。

大 気 圧 の実 験
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【国語の授業から】

題 材 を 自分 ご と と して と らえ る こ と

で 、生徒 自 らが 「問 い」 を生む授 業

光 村 図 書 出版 に 自分 た ち の意 見 を実 際
に送付す る とい う設 定の も と、教科書 に掲
載 され てい る図表 の適 否 を考 え させ た。そ
れ に よ り、適 切 な判断 とは どの よ うな もの
か 、生徒 自らが 「問い」 を生む こ とにな っ
た。

1 1年 次研究の成果 と課題



1年 次 研 究 の

課 題

「問い」や 「問 う」 を重視 して きた経緯 には、「学 び合 い」 を大切 に したい

とい う願 い もあつた。

「学び合 い」 とは、教師が学び合 いを しな さい と指示す るこ とで行 われ るも

のではない。あ くまで も、生徒 が 自他 の考 えや価値観 に影響 を与 え合 う中で「学

び合 い」 にな ってい くよ うな性質 の ものであ る ととらえてい る。

授業 が 「学び合 い」 の成 立 に向か うための 「学習課題や解決 の方 向性 の共有

化」に、「問い」を生徒 自らが生む よ うな手だて を講 じるこ とが有効 であるこ と

を明 らか にす る こ とがで きた。

以上の よ うに、生徒 自らが 「問い」 を生む手 だての あ り方 につ いて、有効 な

手だて を講 じる こ とがで きた。

また、「問 い」 を 「問 う」 につ な ぐ手 だてにつ い て も、授 業 にお ける生徒 の
「問 う」姿か ら、「自分 の考 えを もち、他者 に表現 してい る」、「他者 か らの表現

を受 け入れ 、 自分 の考 えを広 げ よ うとしてい る」 とい う 「学び合 い」 の成 立 に

向か う他 の視 点 につ いて寄与す るこ とを明 らか にす るこ とがで きた。

しか し、「問 う」 こ とにつ いて、改 めて考 え るべ き こ とが見 えて もきた。 そ

れ は、「問 う」姿 とは、ただ「問 う」こ とだけを求 めてい るのではな く、「間 う」
こ との価値 を実感す るこ とができる 「問 う」姿でな くてはな らない とい うこ と

である。

つ ま り、「問 う」姿 は見 られ たが、果 た してその姿 の先 に「間 う」 ことの価

値 を実感 して いる姿 が あるのか ど うかが不明瞭 であ り、 ここを明 らかに して実

践 を進 めな けれ ばな らない と考 えたのである。

そ こで、2年 次 は、 自らが生んだ 「問い」 を 「問 う」行為 は、「問 う」 ことの

価値 を実感す るこ とに機 能 してい るのか とい うこ とを視 点 に研 究 を進 めること

に した。
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なぜ生徒自ら

が「問い」を

生む手だてを

重視するか

「 FCD5う 」 こと

の価値の実感

をもた らす こ

とに必要な こ

とは何か

2年 次研究の重点

「問 う」 ことの価値の実感 をもた らす手 だての あ り方

2年 次研究実践 内容

1)生 徒 自 らが 「問 い」 を生む手 だて

2)「 問 う」 ことの価値の実感 をもた らす手だて

「『 問 う』 ことの価値 の実感 をもた らす手だてのあ り方」 を考 える際に、生

徒 自らが 「問い」を生む ことについて 目を向ける必要がある。それは、「問 う」

は 「問い」に支 えられた行為であ り、生徒 自らが生む 「問い」を、他者 に働 き

かける行為 についての価値の実感 をもた らす授業を 目指す ことになるか らであ

る。 したがつて、生徒 自らが生んだ 「問い」すべてを、「問 う」につながるもの

として押 さえるのではな く、「問 う」ことの価値 を実感す るもの と して、「問 う」

へ とつなが る「問い」 を意識するのである。

そ こで、「問 う」について、以下のよ うに定義 した。

「FE5う 」とは

「問 い」 を解決す るために他者 に働 きか ける行為

「問 う」行為は、「『 問い』を解決するために他者に働きかける行為」である

とすることで、「問 う」 と「問い」の関連を明確にしたのである。

したがつて、沈思黙考する姿や実験等に黙々と取 り組む姿は、「間 う」では

なく、「対象 (自 己や 自然、物など)に働き掛ける行為」 とし、「問 う」 と明確

に区別することとなる。

「『 問 う』 ことの価値の実感をもたらす手だて」を考えていくとい うことは、
「『 間 う』ことの価値を実感する」ための「問 う」のあり方を考えていくことで

ある。そのためには、授業における生徒の姿を明らかにしなければ、研究の検

証ができない と押 さえ、「『 問 う』ことの価値を実感 している生徒の姿」を設定

することにした。

「『 問 う』ことの価値を実感 している生徒の姿」については、単に生徒が、「他

者に質問することができてよかつた」、「他者 と関わることが大切だと思つた」

と言えることだけを目指 しているわけではない。
「『 問 う』ことの価値を実感する」先には、「『 学びの主体者』となる生徒」(「 自
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らの思考・判 断 を も とに、自他 に働 きかける生徒 」、「他者 との関わ りを通 して、

自分 自身 を客観 的 に とらえ、 自己の成長 に向か うこ とので きる生徒 」)が あ る。

「『 学 び の主体者』 とな る生徒」 とは、他者 との関わ りを媒介 と しなが ら、

自らの思考 。判断 を もとに して 自己の成長 に向か う、 自己の成長 に向か うため

に 自ら思考・ 判断す る といつた循環 を し続 ける生徒 で あ る。

したがつて、「『 問 う』 ことの価値 を実感 してい る生徒 の姿」には、「間 う」

ことの機能的な面に関す る理解 を生徒 自身が深 め、 自己の考 えが変化 したな ど

といった 自己の成長 と 「問 う」 ことの関連性 を実感 できることが必要不可欠で

あると考 える。 こ うした実感が積み重ね られ ることで、 自己の成長 に向かつて

自らを 「問 う」行為 によ り強 く促 し、「『 学びの主体者』 となる生徒」に向か う

だろ うと考 える。

具体的に 「『 間 う』 ことの価値 を実感 してい る生徒 の姿」 を設定す るにあた

つて、「『 学び合い』の成立に向か うための生徒の姿」 を土台 として考えた。

それは、「問 う」 ことに重点を置 くことで、「学び合い」の充実を図 りたい と

い う思いがあつたか らである。

【自分か ら他者へ】【他者 か ら自分へ 】 とい う過程 を経て、 自分の考 えの妥

当性 を理解 し、他者 の考え と比較検証 をす ることを通 して 自分の考えをさらに

広 げよ うと していることが、「問 う」 ことの価値 の実感 と強 く関連 してい ると

押 さえた。

また、研 究の視点か ら、「問 う」 ことによって「問い」や学習課題 を解決す

ることがで きた喜 びを感 じることや、「問い」や学習課題 を解決す る過程 につ

いて理解す ることが、「問 う」 ことの価値 の実感 と強 く関連 してい ると押 さえ

た。そ して、 自分の考 えの広が りについて も、「問 う」 ことによって「問い」

や課題 が解決 され た ことと強 く結 びついた広が りでな くてはな らない と考 え

た。

さらに、「求める生徒 の姿」か ら、 自己の成長 と 「問 う」 ことの価値 の実感

とが関連 していな くてはな らない と考えた。授業 を通 しての成長 とは、学んだ

ことを自分 ごととして とらえ、自分の考えを広 げることができた ことと押 さえ

た。 また、 自己の成長 に向か うとい う面において、学んだ ことが次の学びへの

推進力 とな り得ているか どうかが鍵 であ り、次の学びに対す る具体的な姿を描

くことができることが重要であるとも押 さえた。

以上の点か ら、課題解決 に向か うことができた喜び を感 じることや課題解決

に向か う過程 を理解す ること、学んだ内容 を自分 ごととして とらえ自分の考え

を広げることができること、次の学びに対す る具体的な姿を描 くことができる

ことが、「問 う」 ことの価値の実感 と強 く結び付いていると考 えた。

こ うした考 えか ら、次のよ うに「『 問 う』ことの価値 を実感 している生徒の姿」

を設定 した。
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「問 う」 ことの価 値 を実 感 して い る生徒 の姿

・「問う」ことによつて、「問い」を解決する過程を明らかにできた生徒
・「問 う」 ことによつて、学ぶ・学んだ内容 を自分 ごとと して とらえ、自分の

考 えを広 げた生徒

前段部分 が 「『 問 う』 こ とに よって」 となってい るのは、「問 う」 ことがなけ

れ ば、「問 う」 こ との価値 を実感す るこ とにはな らないか らで あ る。

我 々が 目指 してい るのは、生徒全員 が、 自らが 「問 う」経験 を積み重ね るこ

とに よつて 「問 う」こ との価値 を実感す ることであ る。「問 う」こ との価値 を実

感す る瞬 間が多 くな るこ とに よって、 よ り強 く自ら求 めて 「問 う」 ことがで き

るよ うにな る と考 えてい る。

ただ し、 自 ら 「問 う」 こ とがで き

な くて も、仲 間の 「問 う」姿 を通 し

て、「問 う」こ との価値 を実感す るこ

ともあ るだ ろ う。 また、他者 の姿 を

通 して、学ぶ 姿勢や 学び方 を学ぶ こ

とがで きる点 も 「学び合 い」 の意義

の一つ で もあ る と考 える。

我々が理想 とす るのは、

う』ことによつて」である。

目指す姿に到達す る過程 と

含 めて とらえて よいだろ う

「『 問 い』 を解 決す る過程 を明 らか にで きた生徒 」 とは、解決 の見通 しを も

つ こ とがで きた こ とではな く、「問 う」こ とが解決す る過程 に よって どの よ うに

生か され て解決 に至 ったのか を理解 してい る生徒 の こ とであ る。「問い」を解決

で きた とい う実感 や喜びがあって こそ、「問 う」こ との価値 を実感 できる と考 え、

どの よ うに解決 に至 ったのかを理解 してい るこ とと した。

「『 問 う』 ことに よ って、学ぶ・ 学 んだ内容 を 自分 ごとと して と らえ、 自分

の考 えを広 げた生徒」 とは、他者 の考 えを判断基準 と して、 よ り多角的 に物事

を とらえ、 自分 自身 の考 えを客観 的 に とらえ、 自分 の考 えをよ り確 かな ものヘ

と変化 させ る こ とがで きた生徒 であ る。

以上 の よ うに、「問 う」こ との価値 を実感 してい る生徒 の姿 を設定 し、その姿

を意識 して授 業 を構想 、展 開す るこ とを通 して、求 め る生徒 の育成 がで きるの

ではないか と考 えて研 究 を進 めてい る。

「自ら『 間

しか し、

して、「仲間が『 問 う』ことによって」とい うことも

と押 さえ、実践研究を進めてきている。
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意味づけの

重視

「意 味づ け」 とは、「学 ん で い る ことが 自分 に とって どの よ うな意 味が ある

のか を とらえ、新 た な学 びに 自らを促 して い く自己評価 」 と押 さえてい る。前

次研 究では、「生徒 の振 り返 りの学習活動 の中で行 うもの」として位 置づ け、授

業の終末 に 「意 味づ け」 の場 を設 定 し行 うこ ととして きた。

生徒 自身 が学 んだ ことが 自分 に とつて どの よ うな意 味が あったか を とらえる

こ とは、次 の学 び に向けた意欲 を高 め る とともに、 自らを成長 に向け促す能力

を高 めてい くこ とにつなが る と考 えてい る。

「求 め る生徒 の姿」 で示 してい る 「自分 自身 を客観 的 に とらえ、 自己の成長

に向か うこ とがで きる生徒」に向か うよ うにす るた め、今 次研 究で も、「意味づ

け」 を 自分 自身 を客観 的 に とらえ、 自らを成長 に向 け促す もの と して重視 して

い る。

自己評価 では、「自分 はい つたい何 を学んだのか」 とい う情報 を、意図的 に

抽 出す るこ とが重要 である。今年度 は、「『 問 う』 こ との価値 を実感す る生徒 の

姿」 を視点 として、情報 の抽 出の仕方や 自己評価 を行 う場 面 について考 えを深

めて きてい る。

「自分 に とつて、 どの よ うな意 味が あるのか」 について、学習 内容や生徒 の

実態 に応 じて、振 り返 る視 点 を提示す るこ とや 、 自己評価 をす るタイ ミングを

工夫す るな どして、生徒 に とつて よ り意 味のあ るもの とな るよ うに してい きた

い と考 えてい る。

学習指導要領 では、「生徒 が学習 の見通 しを立てた り、学習 した こ とを振 り返

つた りす る活動 を計画的 に取 り入れ るよ うにす るこ と」 とい うことが示 され て

い る。 これ は、生徒 の学習意欲 が向上す る とともに、学習 内容 の確 実 な定着 と

思考力・判 断力・ 表現力等 の育成 を図 るた めで ある。

「意味づ け」 は、振 り返 りの活動 の中で、新 たな学 びへ 自己を促す もの と し

て位 置付 けた ものであ り、学習 した こ とを振 り返 る活動 の重視 と強 く関連 して

い る とい える。
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今次研究

計画概要

本研 究 は、 3カ 年計画 である。

研 究 1年 次で ある昨年度 は、「問い」 を 「問 う」 につ な ぐ手 だてのあ り方 を

研 究 の重点 と し、生徒 自 らが生 んだ 「問い」 を他者 に 「問 う」ためには、授業

において どの よ うな こ とが大切 にな るのか について迫 つて きた。

これ は、「問 う」ことは 「問い」があつて始 ま るこ とで あ り、生徒 自らが 「問

い」を生む手 だてについて研 究 を進 めるこ とは、「学び合 い」に向か うための学

習課題や解決 の方 向性 の共有化 と大 き く関係 し、「『 問い』 を活 かす授業」 の根

幹 をなす と考 えたか らで ある。

研究 2年次である今年度は、「『 問 う』 ことの価値の実感 をもた らす手だての

あ り方」 とい う重点のもと、「求める生徒の姿」に近づ けるために、「問 う」の

機能的な面をよ り生かす ことができるよ うに、「問 う」ことの価値 を実感できる

よ うな手だてのあ り方を模索 し、研究を進 めてきた。
「問い」 と 「問 う」の関連 をよ り強 く、よ り深 くし、機能的な面の充実を図

ろ うとしたのである。

最終年次 となる次年度は、2年 間の成果 と課題 を生か し、我 々が 目指 してき

た ことは何だつたのかを改めて見つめ直す とともに、「『 問い』 を活かす授業」

とは どの よ うな ものかについて、研究の成果 をま とめて、発信 していきたい と

考 えている。
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年  度 研 究 の視 点 お よび 重 点

１

年

次

平成 24年 度後期

平成 25年 度前期

。研 究主題 、研 究仮説 の構築

・ 各教科 を中心 と した授 業像 の究明

【研究の重点】

「問い」を 「問 う」につな ぐ手だてのあ り方

２

年

次

平成 25年 度後期

平成 26年 度前期

・研究主題、研究仮説についての理論修正

・研究主題に向けた教育課程の見直 し  ‐

【研究の重点】          ・ |
「間 う」 ことの価値の実感 をもた らす手だて

のあ り方

３

年

次

平成 26年 度後期

平成 27年 度前期

。今次研究理論 と実践全体の検証

【研究の重点】

「問い」を活かす授業のモデル化
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「生徒 自 らが『 問 い』 を生み 、『 問 う』 こ との価値 を実感 す る学 び合 い」 を

重視す るこ とに よ り、「学び合い」が機 能 し、生徒一人一人 の 「学び」が よ り確

かな もの とな り、「『 学びの主体者』 とな る生徒 」 を育む こ とがで きたか ど うか

実証 したい とい うこ とであ る。

また、教科 の授 業 だ けではな く、道徳 の時 間、総合的 な学習 の時間、特別活

動 について、プ ロジェク ト制 を継続 し、全領域 にお ける研 究 を進 めてい る。 各

領域 については、年 間計画や授 業内容 の検討 を、学年会 が基本 単位 となって行

つてい る。 しか し、それ だ けでは学年間のつ なが りや 系統性 が見 えづ らい。 そ

のため、今 次研 究の立 ち上 げ時か ら、所属学年 の異 な る構成員 によるプ ロジェ

ク ト制 を とる こ とと した。 そ して、他学年 との関連や 系統性 を視野 に入れ なが

ら、求 め る生徒 の姿 を 目指 して、授業 内容及び評価 内容 の充実 を図 つてい る。

各プ ロジェク トの主な活動 内容 については、以 下の通 りで ある。

最終年 次 には、い くつかの例 を取 り上 げなが ら、 どの よ うな取組 を行 い、生

徒 が どの よ うに変わ つたか を研 究紀要や その他 の形 で主張 してい きたい と考 え

てい る。

領  域 1年 次 研 究 内 容 2年 次研 究 内容 (予 定含 )

道徳 の時 間

年 間計 画 の整備 、修 正

秋 の公 開学 習 会授 業検討

(授 業 開発 )

発 達 段 階 の 面 か らの年 間 計 画

の修 正

教 科化 に向 けた学 習 会

年 間計画 の整備 、修 正

秋 の公 開学習 会授 業検討

(授 業 開発 )

評 価 の あ り方 検討

新 。心 の ノー ト『 私 た ちの

道 徳 』 の活 用 の仕 方模 索

特 別 活 動

年 間計画 の整備 、修 正

秋 の公 開学 習会授 業検討

(授 業 開発 )

評価 の あ り方検討 、整備

年 間計画 の整備 、修 正

秋 の公 開 学習 会授 業検討

(授 業 開発 )

実践 の蓄積

評価 の あ り方検 討

配 列 の 工夫

総合 的 な学習 の時間

年 間計 画 の整備 、修 正

秋 の公 開学 習会授 業検討

(授 業 開発 )

評価 の あ り方検討 、整備

3年 間 の 系 統性 の 面 か らの年

間計画 修 正

。年 間計画 の整備 、修 正

・ 秋 の公 開 学習 会授 業検討

(授 業 開発 )

。3年 間 の系統性 の面 か らの

年 間 計 画 修 正 (特 に 第 2

学 年 の年 間計 画 の確 立 )

。評価 の あ り方検討
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社 科〈
〓

菅谷 昌弘 口東  岳史

I は じめに

国立教育政策研究所の報告書「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育課程編成の基本原理」(平

成 25年 3月 )では、21世紀に求められる日本人像として「21世紀を生き抜く力をもつた生涯学習者として

の責任ある市民」という姿を設定している。そして、この市民は、「めまぐるしく移 り変わる知識基盤社会で

は、答えのない課題にしばしば向き合い、適切な問いを立て、入手可能な限られた情報をもとに解に至らな

ければならない」としている。この「適切な問いを立てる」ことは、社会的事象に対して能動的に関わって

いかなければならず、そのためには、生徒自らが「問い」を生むことが必要なのである。また、この「問い」

によつて、生徒自らが社会的事象に対する思考をすすめることができるのである。このような、生徒自らの

思考などをもとに、他者に働きかけ、客観的に自己を捉え、成長に向かう「学びの主体者」となる生徒の育

成を目指す。

Ⅱ 教科研究内容

1 社会科における「問い」を活かす授業

社会を創つていくためには、社会的事象に対して「なぜ」「どうして」といった視点で見たり、考えたりす

ることを通して、よりよいものを追究することができることが大切である。そのため社会的事象についての

学習活動や地域社会などでの生活体験を通して、生徒が知識を身に付け、その事象の理解や解釈を深めてい

くことが必要である。そして、社会的事象の原因や要因を追究したいという思いは、自分が抱いていた社会

認識と他者との社会認識や社会的事象の実際との差異や矛盾を認識したり、葛藤を感じたりすることによつ

て生まれてくる。また、追究したいと感 じる疑間のうち、その社会的事象に対して、自分のこととして受け

止めたり、自分と関わつていると認識したりして、その関わりについて切実さをもつことで「解決したいと

強く思う」ことになるのである。このような「問い」が、社会をよりよくしていこうとする推進力になるの

である。社会科において「問う」ことで留意しなければならないことは、自分の「問い」を解決したことだ

けで終わらないようにすることである。「問う」ことを通して、自分の「問い」に対する他者の見方や考え方

を知り、これまでの自分の社会認識の捉え方に新しい視点が与えられるのである。つまり、「問う」ことで、

社会的事象やその関係を多面的・多角的に見たり、考えたり、表したりすることができるようになるという

ことである。

そのため、「問う」ことの価値を実感する学び合いにおいて、ヒト・モノ・コトで構成される社会的事象を

通して、自分の考えを表現したり、他者の見方や考え方を受け入れることで自分の考えを広げたりする姿が

見られ、「問う」ことを通して自らの成長を実感することができるような「問い」を活かす授業づくりに取り

組んでいく。
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2 2年次研究実践内容     ・

(1)生徒自らが「問い」を生む手だて

生徒自らが「問い」を生むためには、まず生徒が、社会的事象やその関連などに疑間を感じ、それらと自

分との関わりを知ったり、理解したりすることが大切である。

「生徒がもつ社会的事象の固定観念や先入観」「社会的事象に関する新しくつくられた認知的標準」、「既

存の社会的事象に関する情報相互のずれ」を利用した教材開発や授業展開を行う

ある物事について “知りたい"と いう思いから「○○とは何だろう」「なぜ○○となるのだろう」「□□と

比べると、どうして○○なのだろうか」などという疑間が生まれる。秋田喜代美の「学びの心理学～授業を

デザインする～」を参考に、下記の①～③を設け、生徒自らがこのような疑間を生むための手だてとした。

(『学びの心理学～授業をデザインする～』1)を参考に作成)

①～③の手だてによつて、「知りたい」「分かりたい」という生徒の知的好奇心が高まり、疑間が生じる。

しかし、その疑間が本校でいう「問い」となるには、生徒自身が「解決したいと強く思う」ことが必要であ

る。そのため、次のような手だてを設けることにした。

社会的事象の関係性を視覚化することで、生徒が「自分ごと」として社会的事象を捉え、その切実さから、
生徒自身が生んだ疑間に対して解決したいと強く思うように促す

社会科の授業で難しいのは、学ぶべき社会的事象を実際に再現することができないことである。「戦争」や

「貿易」「行政」などの社会的概念は、教室の中で生徒に見せることはできない。しかし、その事象や概念を

構成していることがら (国名、人名、できごとなど)を、文字やイラス トなどで日に見えるかたちであらわ

すことはできる。そして、それらを線でつなげたり、囲んだりすることで、社会的事象の関係性を視覚化で

きるのである。世の中の社会をつくつているのは大人である。そのため、子どもである生徒は世の中の社会

的事象を、大人の世界のこととして他人ごとに捉えがちである。この視覚化により、自分が生活している国

や地域、時代との関わりに気が付き、社会的事象を自分に引き寄せて考察し、「自分ごと」として認識するこ

とになるのである。このように、社会的事象を「自分ごと」として捉えることで、社会的事象に関する疑問

が「解決したいと強く思うもの」となり、生徒自らが「問い」を生むことになるのである。

(2)「間う」ことの価値の実感をもたらす手だて

的事象に関する「解釈」「説明」「論述」を行う中で、自己の社会認識を意識することができる学習
を設定する (「問う」ことによって、「問い」を解決する過程を明らかにできた生徒)

現行の学習指導要領への改訂の際、中学校社会科においては、改善の基本方針の一つとして、次のよう

な方針が示された。

社会的事象に関する基礎的・基本的な知識、概念や技能を確実に習得させ、それらを活用する力や課題を探
究する力を育成する観点から、各学校段階の特質に応じて、習得すべき知識、概念の明確化を図るとともに、
コンピュータなども活用しながら、地図や統計など各種の資料から必要な情報を集めて読み取ること、社会的
事象の意味、意義を解釈すること、事象の特色や事象間の連携を説明すること、自分の考えを論述することを
一層重視する方向で改善を図る。 (『 中学校学習指導要領解説 社会編』) ※下線は筆者が加えたものである。

手 だ て

①生徒がもつ社会的事象の固定観
念や先入観に気付かせる。

自分が思つていたことに基づく予想と異なる情報を提示したり、自他の回

定観念や先入観の違いに気付くように生徒同士が互いの意見や考えを交流

する活動を取り入れたりする。

②社会的事象に関する新しくつく
られた認知的標準を示す。

まず法則を示して、それからそれにあてはまらない例外を示す。情報提示
の順番や情報の構造配列により、生徒の反応が異なつてくる。

③既存の社会的事象に関する情報
相互のずれを提示する。

いくつかのもっともらしい解答の選択肢を提示する。対立する考えを生ま
れやすくし、議論をしていく。
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下線の 晩研尺」「説明」「論述」は、「問い」を解決していく段階にあたり、本校社会科ではこの活動を大切

にしたい。ここでは、自問し自分なりの結論を導くということもあるが、他者と関わることでより多面的・

多角的に考察することが可能となる。つまり、一人で課題を解決するよりも、他者に「問う」ことによつて

こそ、さらに見方を広げながら「問い」の解決に至ることができるようになると考える。なお、「解釈」「説

明」「論述」の文言については、下記の文献2)を引用した。

「解釈」―・資料に示される社会的事象の意味や意義を解釈する活動

(例 )「資料からどのようなことが解釈できるか」

「説明」…複数の社会的事象について、原因との間の因果関係や理由との間の目的手段関連のような

事象間の関連を、概念を用いて説明する活動

(例 )「なぜこのようになっているのだろうか」

「論述」・…社会的事象について、根拠をもつて自分 (自 分たちの)考えや意見をまとめ、論述する活動 (例 )

「このことについて、どのように考えるか」
(『中学校新学習指導要領の展開』『「言語力」をつける社会科授業モデル 中学校編』)

ただ、単に 賄薇 」「説明」「論述」の段階を経るだけでは、「問う」ことの価値を実感することはできない。

そこに、自己の社会認識を意識することができる学習活動を設定することとしたい。これにより、社会的事

象を「自分はこのように捉えている」と互いに伝え合うことができるようになり、「問い」の解決において自

分の考えが生かされたり、仲間とともに構築した考えによつて「問い」が解決したりすることで「問う」こ

との価値を実感できるのではないかと考えた。自己の学びに責任をもち、自分の見方や考え方が、「解釈」「説

明」「論述」の中で表れることで、社会科のねらいである公民的資質の形成にも迫ることができると考える。

なお、 1時間の授業の中に「解釈」「説明」「論述」の場面を盛り込むこともあれば、単元構成の中に「解

釈」「説明」「論述」を3つの場面として、意図的に位置付けることもある。

「個人」→「小集団」→「学級全体」→「個人」の流れを取り入れた、相互に作用することができる

学習形態の工夫を行う

(「 間う」ことによって、学ぶ・学んだ内容を自分ごととしてとらえ、自分の考えを広げた生徒)

<課題解決学習の過程>
①情報を収集する。

②情報を整理し、分類や比較を通して学習課題を見いだす。

③仮説を立て、その根拠となる資料を収集する。
し、まとめる。

⑤新たな「問い」を見いだす。

社会科では、課題解決学習を進めるにあたり、①～⑤の学習過程を基本としつつ、④の段階を重視する。

なぜなら、「問う」ことによつて、学ぶ 。学んだ内容を自分ごととしてとらえ、自分の考えを広げる姿が顕

著に表れると考えたからである。

③の段階は、④に向かうための前段として、大きな鍵となる。仮説を立て、検証に向け資料を収集するこ

とは、自らの学びに責任をもつ上で大切なことである。自分の意見をもつてこそ、他者との学び合いに臨む

ことができるので、この時間も十分に保証する必要がある。

そして④では、他者の考えと自分の考えを招り合わせ、自分の考えをより確かなものに変容させることが

可能となる。ここでは、相互に作用するために、「個人」→「小集団」→「学級全体」→「個人」の流れを意識

する。個人で意見をもとに、小集団あるいは学級全体で検証することにより、課題が解決に至るが、最後に自分の

学びを改めて捉え直すことで、自らの考えをより確かなものへと変化したことを実感することができる。

また、⑤の段階における新たな「問い」の発見にも着日したい。まとめとして「～がわかった」「結論は

～である」で終わるのではなく、仲間ともに学んだことをもとにして、「～であるのに一」や「本当に～な

のか」といつた子ども自身の「問い」がつながつていくことを心がけるよう展開していくことが大切である
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と考える。これに関しては、子ども同士が意見をつなぐことができるよう、日常からの教師の関わりが重要

となる。生徒が発表した意見に対し、言い換えることを求めたり、問い直しをしたりすることによつて、よ

り深く考えるような指導に取り組む。

公民的資質を育むにあたり、「あなたにできることは一」とか「これからあなたはどうするか」というよ

うに直接的に問いかけるだけではなく、「仲間とともに学んだことはどのように活かされていくのだろうか」

というように、これまで学んだ社会的事象をもとに自分 (た ち)や社会の在り方を考える視点を意識させた

い。 「間う」ことによつて、学ぶ 。学んだ内容を自分ごととしてとらえ、自分の考えを広げた生徒は、「問

う」ことの価値を実感し、他者とともによりよい社会を築いていこうとする思いを強くもつことであろう。

Ⅲ 実践例

【実践例 1】

1 題材  第 3学年  公民的分野  私たちと国際社会の諸課題  「地球環境問題」

2 本時のねらい 温室効果ガスの対策を通して、地球環境の課題の解決のあり方について、自分の考え

をまとめ、表すことができる。

3 生徒自らが「問い」を生む手だて

生徒自らが「問い」を生む手だてとして、社会的事象の関係性を視覚化することで、その社会的事象を
自分ごととして捉えることができる教材開発と授業展開

「温室効果ガスが増えている現状から、どのようにすると温室効果ガスが減るのか」について考えるように、

生徒を促し、考えた内容をワークシー トに書き表すように指示をする。生徒は「自動車を減らす」「太陽光パ

ネルを利用する」などを記入して、温室効果ガスが減少するための経路マップを作成した。このように社会

的事象の関係性を視覚化することで、社会的概念を理解しやすくなり、生徒の思考内容が整理され、その内

容が社会的に適切かどうかを判断することから疑間が生じるのである。このような教材や授業展開を通して、

視覚化された社会的事象の関係性から、生徒は「自分の考えた通りで、二酸化炭素は減るだろうか」、「他に

減らすための方法はないだろうか」などと、自分の実生活との関わりに気が付き、その社会的事象を自分ご

ととして捉え、自分自身が生んだ疑間を解決したいと強く思う「問い」を生むのである。

4 「間う」ことの価値の実感をもたらすための手だて

象に関する「解釈」「説明」「論述」を行う中で、自己の社会認識を意識することができる学習活動

(1)社会的事象に関する「解釈」

この経路マップを生徒個人で作成することは、温室効果ガスの増減に関する社会的事象の関係を、自分

なりに考えて解釈したことを表したことになる。

(2)社会的事象に関する「説明」

各自の経路マップを参考に班で作成したり、他の班との交流によって、自分の解釈を説明したり、他の説

明を聞いたりすることで、生徒たちは、互いの社会的事象のつながりの共通点や相違点について確認するこ

とになる。相手に理解できるようにするためには、自分の解釈にもとづき論理的な説明をしなければならな

い。そのため、相手を説得できるような意見を組み立てるために、自分の考えを整理しなければならない。

このような説明によって、自己の社会認識を意識することができ、生徒が思考する力が育まれるのである。

(3)社会的事象に関する「論述」

各班との交流終了後、学級内で感想などを発表し、改めて最初に自分が作成した経路マップを見直すこと

にした。下図の(Ξ)は、学級全体での活動を通して、生徒が新たに書き加えた箇所であり、当初の自分の解
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釈 との変化があつたことが うかがえる。

環境の課題解決について論 じることで、

る。

【生徒が作成した経路マツプ】

このように、自分の考えが加わった経路マップをもとにして、地球

生徒は「問い」を解決する過程を明らかにすることができるのであ

すわな切

【実践例 2】

1 本時  第2学年  地理的分野  中国 。四国地方 ～人口や都市・村落を中心とした考察～

「人口減少と地域のなやみ」

2 本時のねらい

資料をもとに、人口減少の要因や過疎化が進むことの困難点を整理し、理解することができる。また、映

像資料から、困難点を打開する地域の人々の努力について学び、自らの生活に生かそうとする。

3 生徒自らが「問い」を生む手だて

社会的事象の関係性を視覚化することで、生徒が「自分ごと」として社会的事象を捉え、その切実さから、
生徒自身が生んだ疑間に対 して解決 したいと強 く思うような促 し

以前に学習した北海道の学習 (人 口の集中)を想起することを促し、人口分布図を提示することで 「なぜ

人口分布の偏りがあるのか」「なぜ過疎地域があるのか」などの疑間が生じる。そして、人口推移のグラフを

作成し、そのグラフから自分が成人になる年を見つけることで、生徒たちは「もし減少が進んだら、これか

らどうなるのだろう」という社会的事象を自分ごととして捉え、「問い」を生むのである。

4 「間う」ことの価値の実感をもたらす手だて

「個人」→「小集団」

態の工夫

→「学級全体」→「個人」の流れを取 り入れた、相互に作用することができる学習形

相互に作用することができるよう、前述で示した課題解決学習の過程に則り、次のような流れを一授業

(2時間扱い)で展開した。

減斃猿1‖♯なく、
脚 農 秘繭 、

。前時の振り返りから、人口の減少や過疎化が進んでいる地域を把握する。

・得られた情報をもとに、人口の減少や過疎化が進んでいる地域の問題点に気付く。

・学習課題を把握する。

→ 「人口減少 (過疎化)力 進`むと、どのような問題点があるか」

。自分なりの予想を立て、調べる手だてを整理する。

・学習課題に対し、個人で資料をもとに整理する。

・班を形成し、個人でまとめた成果を共有する。

・学級全体で意見をまとめ、学習課題の解決にあたる。

・困難点を打開する地域に関する映像資料を紹介し、

地域の人々の努力について学ぶ。

・2時間のまとめを行 う。
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生徒たちは、これまでに学習した北海道地方や九州地方における学びの成果を生かし、教科書や資料集、

地図帳など様々な資料の中から課題を解決するための根拠となるものを生徒自らが選択し、考察し表現をす

ることを随所に求めた。ワークシー トの①は、課題に対し、個人でまとめた部分である。数多くの事柄を列

挙しているが、整理はされていない。それに対し、②の記述は、IEJIEや学級全体での議論を経てまとめられた

「負のサイクル」以外に、「社会弱」「経済弱」(③の部分)と いつた文言が見られる。小集団や学級全体でま

とめたこと加え、自分の考えを記述していることから、自分の考えを広げていたことが見取れる。

【生徒のワークシート】|

②
ニエ

Ⅳ 実践から見えてきたもの

「問う」とは「『問い』を解決するために他者に働きかける行為」であるが、生徒が他者へ働きかけを促す

ものを明確にすることが必要である。「問い」に関しては、生徒が自分ごととして社会的事象を捉えることで、

生徒自身が生んだ疑間に対して解決したいと強く思うことになる。このように考えると、生徒が他者へ働き

かけるためには、生徒に対して何らかの作用が必要となる。そして、その作用は何によってもたらされるの

かを確認することができれば、生徒の「問う」行為を促すことできる。そして、より活発な生徒の学び合い

が行われることが期待できるのである。この作用をもたらすもの、つまり「問う」行為を促す推進力となっ

ているものは、生徒自ら生み出す「問い」そのものなのではないだろう力、生徒自身が「自分で考えた」「自

分が生み出した」という認識の有無が、その推進力の強さにかかわってくるのである。この「問う」行為を

促す推進力という点に着目しつつ、「問う」ことの価値の実感をもたらすための手だてを追究していきたい。

V 引用・参考文献

引用文献

1)秋田喜代美 『学びの心理学 ～授業をデザインする～』左右社、2012年、p98～ 99

2)堀内一男 。伊藤純郎・篠原総一 『中学校新学習指導要領の展開』明治図書、2008年、p19～20

3)岩田一彦 。米田豊 『「言語力」をつける社会科授業モデル 中学校編』明治図書、2009年、p28

参考文献

。安野 功 『社会科授業が対話型になつていますか』明治図書、2005年
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附属札幌中学校の研究

P-2

「学びの主体者」となる生徒の育成

－「問い」を活かす授業の探究－

研究主題

◆自らの思考・判断をもとに、
自他に働きかける生徒

◆他者との関わりを通して、自分自身を客観的に捉え、
自己の成長に向かうことができる生徒

附属札幌中学校の研究

P-3

生徒自らが「問い」を生み、「問う」ことの価値を
実感する学び合いによって、「学びの主体者」と
なる生徒を育成することができる

研究仮説

■これまでの自分の認識や経験との違い
から生じた疑問のうち、解決したいと
強く思うもの

■「問い」を解決するために他者に働き
かける行為

「問い」

「問う」

思考・判断

実践発表

P-4

実践発表

国研から示された研究課題

P-5

思考を促す問いの
工夫改善等についての研究

研究の手だて

P-6

生徒自らが「問い」を生み出
す過程で思考が促される

「問い」を他者へ「問う」こ
とにより思考が促される



北海道教育大学附属札幌中学校 社会科

研究の手だて

P-7

生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

「生徒がもつ社会的事象の固定観念や先入観」

「社会的事象に関する新しくつくられた
認知的標準」

「既存の社会的事象に関する情報のずれ」

これらを利用した教材開発や授業展開

研究の手だて

P-8

生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

社会的事象間の関係性の視覚化

研究の手だて

P-9

「問い」を他者へ「問う」ことにより
思考が促される

■社会的事象に関する

を

行う中で、自己の社会認識を

意識することができる

「解釈」 「説明」 「論述」

研究の手だて

P-

10

「問い」を他者へ「問う」ことにより
思考が促される

■「個人」→「集団」→「個人」の流れを

取り入れた学習形態での相互作用によ

り思考を促すことができる

生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

P-11

知的好奇心

疑 問

自分
ごと

「問
い
」

知りたい 分かりたい

なぜ
どのように

解決したいと強く思う疑問

生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

P-12

授業実践１

第２学年

歴史的分野

江戸時代 経済の発達と幕政の改革
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生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

P-13

教科書や資料集を中心とした調べ学習

生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

P-14

農業重視 商業重視

収入増加

支出抑制

田沼の政治

享保の改革

寛
政
の
改
革

生徒自らが「問い」を生み出すための手だて

P-15

「田沼の政策は、農業よりも商業を中心にしている」

「田沼は、農業中心の政策に何に問題点を感じていたのだろう」

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-16

授業実践２

第３学年

公民的分野

政治分野 私たちの生活と法律

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-17

「問
い
」

「問
い
」

「問
う
」

解 釈

社
会
的
事
象

説 明
論 述

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-18

量刑が重くな
る改正に賛成

現行の法律を
尊重すべき
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「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-19

少年法改正を、「公正と効率」の視点で「解釈」する

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-20

そ
れ
は
、
公
正
の
視
点
で

よ
い
と
い
え
る
の
？

僕
は
、
も
っ
と
厳
し
く
し
た

ほ
う
が
い
い
と
思
う
よ

グループの中で、各自の「解釈」
を「説明」していくことで「問う」

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-21

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-22

授業実践３

第３学年

公民的分野

経済分野 生産と労働

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-23

「問
い
」

「問
う
」

個

人

集
団
（班
や
学
級
）

個

人

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-24

たこ、鉄板、従業員、
店などが必要だな

他の人は、どんなもの
を挙げているのかな

たこ焼き屋 遊園地 ペットショップ 学習塾
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「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-25

「問い」

「たこ」と「塾のテキスト」
は同じグループかな

他の班はどのように
分けているのかな？

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-26

「問い」
自分の班には、その分け
方の視点はなかったな

他の班と違う表現だけ
ど、意味は同じだよね

「問い」を他者へ「問う」ための手だて

P-27

■自分の将来と結び付けて思考した生徒

■日常生活と結び付けて思考した生徒

成果と課題

P-28

成果

生徒自らが生み出した「問い」に
より、生徒の思考は促される。

生徒が「問い」を他者へ「問う」こ
とで、生徒の思考は促される。

成果と課題

P-29

課題

思考をより促すためには、生徒が

自ら生んだ「問い」を意識すること
が必要である。

平成26年度 国立教育政策研究所
教育課程研究指定校事業 研究協議会
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北海道教育大学附属札幌中学校

ご清聴ありがとうございました。

北海道教育大学附属札幌中学校

社会科 菅谷 昌弘


